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◆プロローグ








「は、早く終わってください……」

　ベッドの上で後ろから抱きかかえられるような体勢のまま、夏なつ目め千ち香かは恨み節を口にした。

　大きくはだけた服からお椀型の白い胸がまろび出て、自らの存在を主張している。

「夜は長いんだ、焦らないでゆっくり楽しもう」

　千香の耳元に口を寄せ、九きゅう階かい堂どう潤じゅんは囁いた。

　密着する逞しい筋肉が、崩れそうな千香を後ろから支える。

　二人がいるのは、ホテルの一室。夜景の見えるラグジュアリーな空間で、間接照明がほの明るく二人を照らす。

　ベッドの前には姿見があり、千香の淫らな姿を映していた。千香は高校の教員だ。職業が身体に染みついてしまったせいで、プライベートでも白いシャツに膝下丈のスカート、銀縁眼鏡という、地味な装いを好んでいる。

　そんな千香がこうしてその地味な服装を乱され、性的に責められているのだ。普段は想像できないほどの、背徳的な光景だ。

　一方、潤には余裕があった。がっしりとした体躯で千香を後ろから支え、意志の強い目で千香を見つめながら、首筋にキスの雨を降らせる。

「ちょっ、そんな……っ、んっ」

　両胸の先端を摘まみ上げられ、千香は声を上げた。千香の敏感な部分だ。

「恥ずかしがらないで、我慢しなくていいから」

「も、う……だ、駄目」

「いいよ、可愛い声、もっと聞かせて」

　摘ままれたその部分をクリクリと指で転がされて、千香はそれだけでおかしくなってしまいそうだ。潤の大きな手は、千香を愛撫するときには繊細に動く。

「ひゃっ……あ、ぅ」

　熱に浮かされたまま、前を向く。

　鏡越しに見つめ合う、二人の視線。潤の瞳には、激しい欲望の炎が燃えている。

　それはもちろん、自分の瞳にも──。

「ここが好きなんだね？」

「あっ！　ち、違ぁ……や！」

　振り返って潤に抗議をするものの、彼は動じない様子だ。

「違う？　嘘はよくないな。さっき、ココを弄られてイッたくせに」

　そう言って、乳首をキュッと摘まれる。

「きゃ……んっ！」

　まるで犬のような鳴き声を上げてしまい、千香は羞恥に震える。

（先輩の、いじわるっ！）

　千香はつい先ほど、潤による愛撫で達してしまったのだ。

　それでも解放してもらえず、こうして同じ性感帯を弄られている。

　身体中の熱が下腹部に集まり疼いているが、そちらはまだ触れてもらえない。

「可愛い声だね」

　そのまま、コリコリと胸の頂を弄ばれる。

「あうっ、あ、っ……ふあああんっ！」

　口から漏れるのは、言葉にならない喘ぎだけだ。

「胸に触れられただけでこんなに感じて……。いけない先生だなぁ」

「そ、れは……」

　潤の言葉を否定しようとしたが、上手く舌が回らなかった。

　それどころか、より一層強く乳首を引っ張られ、甘い痺れが広がる。

「っ、ぁああっ……」

「まだ始まったばかりだよ？」

「ひゃっ!?」

　背中に当たるモノを感じ、千香はビクっと震えた。

　鏡の中には、潤の姿がある。

　普段は分からない、引き締まった上半身が露わになっていた。

「や、だめぇ！」

　後ろを振り向かずとも分かる。雄々しい潤の器官が、千香の尻に押し付けられていることを。

「こっちを見てごらん」

　耳元で囁かれ、ゆっくりと振り返る。唇に、潤の唇が重ねられた。

「んむっ！」

　そのままディープキスをされる。

「愛してる」

　落ち着いた美声で囁きかけられ、ぞわりと肌が粟立っていく。

（そんなこと言われたら、私……！）

　それだけでドキドキしてしまうのに、彼の舌で口腔を弄られ、ぴちゃぴちゃといやらしい音がダイレクトに響く。

「ひゃっ……あ、ぅ」

　千香は恥ずかしくてたまらない。

　先ほどからねっとりと愛撫しているのは、千香が中学時代に片思いをしていた相手なのだ。

　再会した二人は、なぜかお見合いをして、結婚を前提とした交際をすることになった。

（憧れていたのは事実だけれど……でも、まさかこんな……）

　片思いをしていた頃は、身体の関係を持つことなんて想像もできなかった。

　千香はあくまでも、尊敬すべき部活動の先輩として、潤を慕っていたのである。

　当時抱いていたのは、尊敬の延長線上にある憧れだった。

（こんな風に、抱かれるだなんて）

　潤の吐息が耳にかかって、千香はゾクゾクと身体を震わせる。

「きゃっ」

　一旦、潤は手を離す。

　解放された乳房がたわみ、重力に従って下へ落ちた。

「感じた？」

「か、感じてなんて……ふぁ」

　今度は、乳首の周りをそっと指先で撫でられる。

　直接に刺激されるのとは違う、もどかしい快感が、千香の乳輪から全身へと伝わっていく。

「や、やぁ……」

「ここ、また摘まんで欲しい？」

　胸の頂に、潤はちょこん、と指で触れた。

「あっ……や、あっ」

　たまらず、千香は溜め息を漏らす。

「欲しかったら、お願いしてみて。また君の可愛い声が聞きたいから」

　潤は千香の耳元で急かした。

　──こんな応酬が、今夜はずっと続いているのだ。

「もうっ！　……意地悪！」

　涙目になって、千香は潤に抗議した。

「何が意地悪なんだ？　こうやって、千香のイイ部分ばっかりを責めるから？」

「んっ……そう、です……あ、はぁぁっ……！」

　乳輪に沿って指先で円を描くように撫でられると、千香はそのたびに甘い吐息を漏らす。

　普段は優しく理性的な潤だが、ベッドの中では様子が違った。

　とにかく千香を責め、焦らすのである。

　感じる部分を愛撫され、極限まで焦らされて、その先を懇願させられる。

　〝千香の身体に快感を刻み、性感帯を開発するため〟などと言っているが、十分すぎるほどにすでに与えられている。

「何が欲しい？　どうして欲しいか、はっきりと口に出して言うんだ」

「あ、お願いです……胸の、その、乳首を、もっといっぱい……弄ってください」

「ここ？」

　人差し指でくにくにと乳首を捏ねながら、潤は千香にたしかめた。

「そ、そう……っ、あ、ひぁ、やあああんっ」

　期待のあまり潤の指先を目で追っていた千香は、歓喜の声を上げる。

　潤は千香の両乳首を親指と人差し指で摘まみ、キュッと上に引き上げたのだ。

「望み通りにしてあげたよ？　どう？」

「いっ、イイですっ……先輩、もっと、もっと……してぇ」

　甘い痺れが全身に走って、千香は思わず声を上げた。

「ようやく、いつもの淫らな千香に戻ったね。これは……どう？」

「ひゃああんっ、いいっ、それ、いいいっ！」

　指先でピンッと乳首を弾かれて、千香はあられもなく喘いだ。

「優しくされるのと、こうやって強くされるの、どっちが好き？」

　潤の質問は意地悪だ。

　優しくされる方が好きだが、そればかりされていてももどかしく、もっと強い刺激が欲しくなる。

　強い刺激がなければ達することはできない。

　しかし強い刺激ばかりを与えられていたら、乳首が真っ赤に腫れてしまうだろう。

「……ど、どっちも好きぃ。優しいのと強いの……交互に、して」

　不本意な本音を、千香はゆっくりと口にする。欲望には抗えなかった。

　満足そうに頷き、潤は千香を見つめる。

「こう？」

　乳輪に沿ってそっと一周、ぐるりと指で撫でた後、乳首を強く摘まみ上げた。

「そ、それぇ……ああ、気持ちいいっ」

「分かった、もっとしてあげるね」

　潤はリズミカルに、優しくと強くの愛撫を繰り返した。

「あああっ、もう……」

　次第に、千香の身体の疼きが高まっていく。

　両脚を擦り合わせて熱を逃がそうとしたが、無駄だった。

「イきそう？」

　いつもは千香にベタ惚れで優しい潤だが、ベッドの中ではとことん意地悪だ。

　処女であるがゆえに〝性感帯の開発〟を望んだのは千香であるが、まさかこんな──乳首だけで二度の絶頂を迎えるまで攻められるだなんて、想像していなかった。

　千香はもう、全身が快感まみれでクタクタだ。

「はいっ、はぁっ、イッちゃうっ、イきますっ……！」

　──震える全身を潤に預け、背をピンッ、と反らせて、千香は達した。

「……胸だけでイくの、今夜二回目だね」

　耳元で囁かれ、千香は頬を赤くした。恥ずかしいが、潤の言葉通りである。

（もう、どうしてこんなことになっちゃったのよ！　よりにもよって、憧れの先輩と、こんなに淫らな関係になるなんて！）

　全身を火照らせたまま、夜は静かに更けていく──。







◆第一章 思い出と現在








　夕暮れ時の空に、トランペットの音色が響く。楽曲はエドワード・エルガーの代表作「行進曲『威風堂々』第１番」。風が心地よい五月の夕焼けに、トランペットのメロディは気高く鳴り渡る。

　音の出どころは、街を見下ろす高台に建つ白樺ヶ丘女子学院の、三階の教室だった。

　吹奏楽部に所属する数人の女子学生と一人の女性教員が、パート練習をしている。

「ここ一週間くらいで見違えるくらい上手になったわね」

　毛先がゆるく内巻きになったボブカットに、細い銀縁の丸眼鏡。

　丸襟の白ブラウスに、紺色のスカート。

　夏目千香は、生徒から親しみを持たれている二十八歳の教員である。

　担当するのは高校の数学科だが、吹奏楽部の副顧問として、放課後は生徒たちの指導に当たっている。

「いえ、まだまだです。本番までにもっと仕上げていかないと……」

　千香の声かけに、女子生徒はそつなく答えた。

　ハンドタオルで、セーラー服の首元の汗を拭う。

　五月も半ばになれば、ずいぶんと蒸し暑い日が増えてくるものだ。

　トランペットパートの三年生である彼女は、自分の実力にまだ満足していないらしい。

「あまり根を詰めないで。肩の力を抜くと、もっと音が良くなりますよ」

　来週、校内では運動部の春夏の大会に向けた壮行会が行われる。

　そこで演奏予定の曲を、今は集中的に仕上げているというわけだ。

　トランペットパートのリーダーである女子生徒は、曲中にソロで吹く箇所があるため必死だ。

　だが、あまり自分自身を追い込んでも結果は伴わない。

　だから千香は助言をしているのだった。

「はい」

「トランペットはこの曲の華だから、特に期待していますよ。……あ」

　背後に人の気配を感じて振り向いた。

「トランペットパートのみなさん、調子はどうですか？」

　教室に入ってきたのは、演奏指導を担当する田た中なかさんだ。

　定年退職後に指導員として働く彼女は、とても気さくで明るく、生徒たちに人気がある。

　吹奏楽部では、顧問の鏑かぶら木ぎ先生、副顧問の千香、指導員の田中さんが役割を分担して運営をしていた。

　音楽科の教員である鏑木先生は合同練習と呼ばれる吹奏楽部全体での演奏で指揮を執り、田中さんはパート練習での個人的指導に専念、そして千香はスケジュール管理や事務仕事全般を担当し、余裕があればパート練習で自分も経験のある金管楽器の演奏のサポートをしているのだ。

　教員の過重労働が叫ばれる時代である。白樺ヶ丘では部活動においても積極的に外部の指導員を活用し、各人の負担軽減を図っていた。田中さんが来たところで、千香は通常業務に戻る。

「田中さん、後はよろしくお願いします。みんな、何かあったら職員室へ呼びに来てね。今日はずっと、テストの採点をしているから」

「分かりました。夏目先生、ありがとうございます」

　そこまで言うと、千香は教室から去った。

　私立白樺ヶ丘女子学院──中等科と高等科からなり、生徒ひとりひとりを大切にする少人数制教育が目玉の女子校。創立八十年の伝統を持ち、クラシカルなセーラー服は受験生の憧れの的である。

　小高い丘の上に建つこの女子校が、千香の職場だ。

　千香自身もこの学校の高等科で過ごしたから、様子はよく分かっている。落ち着いた校風で、生徒への目配りが行き届いている。だが働く立場になってみると、様々な事務仕事の量が多いのだ。

（生徒の前では普段通り振る舞っていたけれど、今日ばかりは本当にまずい！）

　千香は高等科で数学の教員をしている。

　ちょうど中間試験を終えて生徒たちは部活を再開した時期なのだが、教員にとっては採点等の仕事量が増える時期だ。

（よし！　気合いを入れて仕事を済ませるわよ！）

　ともすれば折れてしまいそうな自らの心に、千香は活を入れる。

（負けないで。ここが教師の腕の見せどころよ！）

　午後五時の鐘が鳴る。

　千香の一日は、またまだ続くのだった。




（試験の採点、ようやく終わったー！）

　眼鏡の角度を直しながら、千香は安堵の溜め息を吐く。

　試験の後半に用意した証明問題は過程を細かく見ていく必要があるため、時間がかかる。

　ようやく仕事を終えたのは、夜の七時過ぎ。

　一人暮らしのマンションから自転車通勤をしている千香は、仕事用のリュックに荷物をまとめて職員室を出る。

　教職員用の自転車置き場は、もうすぐ寿命を迎えようとしている電灯がチカチカと点滅していて、薄暗い。

　生徒たちもすでに部活を終え帰宅している時間だから、なんとも静かだ。

　ふと、鞄の中に目をやると、マナーモード設定のスマートフォンが光っていた。

　メッセージアプリの通知である。

　差出人は「なかむ」──大切な幼馴染みの中なか邑むら有あり紗さだ。

　内容を要約すると、中学時代にお世話になった、二学年上の先輩同士が結婚することになり、当時のメンバーが二次会に呼ばれているとのことらしい。

《もちろん、わたしは行くつもり！　千香も行かない？》

　昔から変わらないハイテンションなノリで、メッセージはそう締めくくられていた。

（あのまま付き合い続けて結婚することになったのね！）

　当時からおしどりカップルとして知られていた二人だったが、ついに結婚することになったとは──。

（お互いに初恋で、思いが通じて付き合ってと結婚するって、なんて素敵なの……）

　久しぶりに聞いた名前、そして吉報に、千香は目頭が熱くなる。

《もちろんだよ！　行きたい！　なかむ、一緒に行こう！》

　千香は速攻で返信をした。

　よく見知った二人の結婚だから、自然と心が浮き足立つ。

《やったー！　吹奏楽部メンバーもたくさん参加するみたい。同窓会みたいで、楽しみだよね》

　有紗はちょうどスマホを携帯していたのか、即座に返信が来た。

《うんうん！　めっちゃ楽しみだー！》

《何を着ていくか迷うな……あ、そうだ！　今度さ、一緒にドレスを買いに行かない？》

《いいよいいよ！　私も新しいのが欲しいから、見に行こう》

　千香と有紗は第二中の吹奏楽部で知り合った仲だ。

　メッセージアプリを通した会話は、流れるように続いていく。

《じゃあさ、今週の日曜に駅前で会わない？　私は午後なら空いているよ》

《オーケー。じゃあ午後二時に東口の改札前で》

《了解》

　ポンポンと話は進み、あっという間にドレスを買いに行く予定がまとまった。

　有紗はウェブデザイナーという仕事柄か、常に返信が早い。

　学生時代のノリで楽しく話せて、時には親身に相談に乗ってくれる、千香の良き友人なのだ。

（久しぶりに、吹奏楽部のみんなにも会えるかな）

　千香は高校卒業と同時に上京した。

　大学卒業後にしばらくは都内で働いていて、二年前に故郷に戻ったのだ。

　それからは新しい仕事に追われていたため、かつての仲間にもしばらく会っていない。

（私のこと、覚えているかなあ。みんなは、元気なのかな）

　──スマートフォンを閉じて、そっと空を見上げた。

（トランペットが最高に上手だった先輩。今、何をしているんだろう）

　千香は当時ほのかな憧れを抱いていた、二学年上の先輩の顔を思い出す。

　九階堂潤先輩という、精悍な顔立ちをした男子生徒だった。

　いつも自信に満ち溢れており、演奏も堂々としていた。彼が奏でる音色には他の誰よりも華があった。

　千香はよく彼に見とれていたものだ。

　現在、千香には恋人はおらず、当然結婚の予定もない。

　教員になって二年目で、まだまだ仕事に夢中なのだ。

　だが周囲には結婚話が多い。二次会に参加するのは、ここ一年で三回目だ。

　新郎新婦の幸せオーラ全開な様子を見ると、自然と祝福したいという気持ちがこみ上げてくる。今度参加する二次会も、楽しみである。

　だから結婚もいいものだなと、なんとなく感じているわけだ。

（といっても、浮いた話なんて一つもないんだけどね）

　自転車を引きながら、千香はそう結論づけたのだった。




『高等科卒業から十年後、二十八歳になった自分をイメージして、将来設計をしていきましょう』

　等間隔に設置された街灯が夜を照らす帰り道──。

　自転車をこぎながら、千香はホームルームで自分が口にした言葉を反芻していた。

（教師としてはあんな風に言ったけれど、肝心の自分はどうなんだろう）

　高等科二年一組の担任を務める千香だが、生徒たちにきちんと指導できているかは自信がない。

　高校卒業と同時に上京し、都内の大学の数学科を卒業した後、千香は都内でシステムエンジニアになった。

　創業から十年ほどで急成長したベンチャー企業で、若手にもチャンスが与えられる環境が、学生時代の千香には魅力的に映った。

　だが、実際に働いてみると、内部での競争も激しかった。

　与えられる仕事を待っているだけでは経験も実績も得られない。

　挑戦したいプロジェクトには自分から手を上げて、自らチャンスを掴みに行く好奇心が重要視された。

　新人の千香には技術力がなかったため、気遣いとコミュニケーションで仕事を取っていた。具体的には、取引先への手土産に最近話題のスイーツを用意したり、担当者の子どもの誕生日まで把握して、ささやかな贈り物をしたり──といったことだ。

　時代の最先端を担う業界のわりには、そうした泥臭い努力も常に必要とされ、気が付けば、身も心も疲れ果てていた。

　──このままずっとは、続けられない。

　次第に、気力と体力の限界を自覚する機会が増えてきた。

　勤務先企業の業績も傾きかけ、転職する同僚も増えていた。

　そんな折りに送られてきた母校である白樺ヶ丘女子学院の同窓会通信で、教員の募集を見つけた。

　──先生になるのも、いいかもしれない。

　通っていた大学の数学科出身者の進路として、教育業界はエンジニアと並ぶメジャーな選択肢だった。

　仲が良かった大学時代の友人も、新卒でエンジニアになった後に、中学受験塾の講師に転職した。

　都市部で人気が高まっている中学受験では、算数の出来が合否を分けると言われる。だから算数を教えられる講師の需要は高く、特に女子児童から親しみを持たれる女性講師は、引く手あまたの存在なのだそうだ。

　──受験という目標に向けて努力する生徒に伴走する仕事は、すっごく楽しいよ。合格したときは、本気で泣くんだから！

　そう言って笑う友人を見ると、教える仕事に魅力を感じたものだ。

　千香も一応、大学では教職課程を取り、教員免許は持っている。

　教育実習先として訪れた母校では楽しい思い出もあるので、教員として働く自分の姿をありありとイメージできた。

　──ダメ元で、挑戦してみようかな。

　そんなわけで履歴書を送ってみたら、すんなりと内定が出た。

　千香は健康優良児で、高校を皆勤賞で卒業している。

　成績もそこそこ良く、吹奏楽部では三年間トランペットを吹いていた。

　そんな諸々の事情がプラスに働き、採用につながったようだ。

　数学を教えることのできる教員は、他教科に比べて数が少ないという事情も千香に有利だったのかもしれない。

　そうして郷里に戻り、二年目を迎える。

（いろいろとやってみて、収まるところに収まったとは言えるのかな）

　難しい仕事に挑み、プライベートも充実させて、恋人もいる──そんなメディアに登場するようなキラキラの二十代ではないかもしれないが、生活は充実していた。

（あとは恋人でもいれば完璧だけれど……それは私だけの問題じゃないしね）

　千香には恋人がいない。それを知った地元の友人から、たまに合コンに誘われる。あるいは、流行りのマッチングアプリを勧められたこともある。

　けれど千香は、そこまで恋愛に積極的になれなかった。

　二十八歳。適齢期ではあるが、恋なんて無理にするものでもない、というのが千香の本音だからだ。

（私は私で頑張ってる！　……今日は、スーパーでアイスでも買って、ゆっくり食べよう）

　慣れ親しんだ母校で働き、生徒たちとも問題なく過ごせている。その上、帰宅途中にアイスも買える！

（何も問題はないでしょ！）

　自分に言い聞かせつつ、千香は自転車をこぐ脚を速めた。

（……でも）

　言い聞かせつつも、正直少しだけ、千香は焦っている。

（この先もずっと出会いがなかったら？）

　ぼんやりとした不安が、時折頭をよぎる瞬間がある。

　──仕事が充実しているから問題はない。

　──素晴らしい出会いは望めば与えられるものでもない。

　そう思ってはいるのだが、少し寂しい気もしている。

（……素敵な出会い、空から降ってこないかなあ）

　完全に神頼みだが、千香はそんな風にも思う。

（あ、駄目だ。疲れているわ、私）

　夜の風が頬に当たって涼しい。

（もう、変な想像しすぎ！）

　今日は試験の採点に手一杯で、疲労が溜まっているのかもしれなかった。

か　だからスーパーでは夕食の食材に加え一番のお気に入りである少しお高めなアイスを買って、自分を鼓舞しようと千香は決めたのだった。




「あ、こんばんは、田中さん」

「あら、夏目先生。奇遇ね」

　スーパーの自転車置き場で鉢合わせしたのは、意外な人物だった。

　──田中松まつ子こ。今日も一緒に吹奏楽部の指導をした、ベテランの吹奏楽部指導員である。

　白樺ヶ丘女子学院の音楽科の教員として長く勤め、教職を定年退職後は、月に数回、非常勤で生徒の相談に乗っていた。

　精神面でのサポートが主体の千香とは違い、田中さんの指導は技術的で具体性がある。

　こざっぱりとしたショートヘアにカジュアルな服装をした彼女は、生徒からも親しみを持たれていた。

「スーパーでお買い物されたんですか？」

　田中さんの自宅は郊外の住宅地である。

　白樺ヶ丘には自動車通勤だったはずだから、帰りに立ち寄ったというところか。

　夕食の時間には少し遅いが、千香も他人のことを言える立場ではない。

（ここで田中さんに会ったの初めてだし、田中さんの家の近くには、もっと大きくて駐車場が広いスーパーがあるけれど……気分転換？）

　千香の疑問が表情に出ていたのか、田中さんは言葉をつないだ。

「ここのスーパー、今日は野菜の特売日なのよ。夏目先生も、チェックしてみて」

　田中さんはニコニコと笑って言った。そういう理由かと、千香は納得する。

「そうでしたか！　情報ありがとうございます。私もこれから夕食の食材を買うんです。お疲れ様でした、では」

「……ええ。では夏目先生、さようなら」

　千香は田中さんと別れた。

　この街では、プライベートな時間にも仕事の関係者と鉢合わせすることがよくある。

　五年前ならばそんな街はまっぴらゴメンだったかもしれないが、今の千香にはそれほど嫌でもなかった。

　校外で会ったら、明るい挨拶となんてことない世間話をすれば良いのである。

　そうやって日々を乗り切っていくことが、千香がこの街に戻り身に着けた術かもしれなかった。




　ジューンブライドという言葉は、ヨーロッパで生まれたと聞く。春の繁農期が終わり、気候も穏やかで、結婚式に適した季節なのだそうだ。そこから花嫁が幸せになれるという伝承が生まれ、日本でも広まった。

　しかしながら、日本の六月といえば──梅雨。

「天気予報通りの雨だね。昼間はなんとか持っただけ、良かったのかなあ」

　二次会開始の午後六時少し前。叩きつけるような横殴りの雨の中、千香は有紗と会場へ向かっていた。

　千香はお気に入りのファッションブランドで購入した、ペールブルーのドレスを着ている。光沢のある柔らかな素材が美しい。

　ドレスの色に会わせた髪に飾った深い青色の薔薇は、千香の実家の生花店・フラワーショップ夏目で入手したものだ。

　青い薔薇は、もともと現実には存在しない。薔薇の花は青色の色素を持たないからだ。だから人々は白い薔薇の花に液体の染料を吸い上げさせ、珍しいブルーの薔薇を作り出してきた。近年では研究が進み、真っ青とはいかないまでも薄紫色の花の品種はいくつか出てきている。

　その特別さが結婚式にふさわしいと、千香は考えたのだ。

（ああ、せっかくドレスを新調したのに）

　今日のために、千香は有紗とドレスを買いに行ったのだ。

　駅ビルに入るファッションブランドで、千香は今日のドレスに一目惚れした。

　ドレスに似合うピンヒールも同じ店で新調したものだ。

　服装もヘアメイクも、千香が考え抜いて選んだ装いである。

「ものすごい降りだねぇ」

　有紗の溜め息に、千香が口を開く。

「……でも、雨のリズムで、神様が新郎新婦を祝福しているのかも？」

　苦し紛れにコメントして、千香は空を見上げた。

　結婚式の日の雨なのだから、無理矢理にでも何かしらの意味を見出したい。

「なるほど。千香、視点が斬新！」

　有紗はその言葉を、千香なりのユーモアだと感じたようだ。

「いやいや、それくらい思わないと、やってられないでしょ！」

　千香と有紗は、なんだかんだで楽しく喋りながら歩道を進み、二次会会場の建物へと辿り着いた。

　駅から徒歩五分、二階建てのコンクリート建築の建物で、一階は有名アパレルブランドの路面店、二階がイタリアンレストランになっている。グランドピアノが置かれていて、夜は生演奏を聴きながら食事ができることで人気の店である。吹奏楽部員同士の結婚式二次会の会場としては、ふさわしい店だろう。

「会場到着！　千香、私が先に二人分の受付しておくね」

　有紗は建物のエントランスから階段を上りつつ、千香に向けて手を振った。

「うん……あっ」

　有紗と別れた直後、歩道のすぐ脇を車が通り、泥水を跳ね飛ばす。

　店の入り口前で傘を畳もうとしていた千香はよろけ、体勢を崩した。

　カシャン、と眼鏡がアスファルトに落ちる音が、あたりに響く。

　下ろし立てのピンヒールでは、まだ上手く歩けなかった。

「おっと！」

　今度は隣にいた男性の驚く声。彼は千香を背後から支えてくれた。

　不意に感じる他人の体温に、千香は身体を強ばらせる。

（わっ！　何をやっているのよ、私）

　ふと視線を落とすと、車に飛ばされた泥水が、ドレスの裾をべったりと汚していた。

「す、すみませんっ」

　ドレスは汚れ、眼鏡も落としているため、視界がぼやける。

　最悪な状況に、千香は動揺を隠せない。

「大丈夫？」

　上手くバランスを取れない千香に、男性は優しく声をかける。

（えっ）

　千香は目を見開いた。男性は、千香が濡れないように傘を差してくれていたからだ。

　相合い傘なんて、まるで恋愛ドラマのようではないか。

「だっ、だだだっ……大丈夫ですっ！」

　胸の高鳴りを感じながら、千香はとっさに返事をする。

「いや、大丈夫じゃないでしょう。はい、とりあえず、落とした眼鏡」

　男性は眼鏡を拾い、スーツの内ポケットから取り出したハンカチで軽く汚れを拭うと、千香に差し出した。

　そのまま、千香をエスコートするように、傘を畳んで建物のエントランスへ入る。

「ありがとうございます」

　見たところ、眼鏡の方はヒビや歪み等はないが、ドレスは明らかに、無事ではなかった。

　眼鏡をかけ直し、ドレスをくまなくチェックする。

（ショック！　奮発したのに……！）

　真新しいドレスの裾には、掌ほどの泥水の染みが大きく広がっていた。

　流れるようなラインの美しさが魅力のパーティドレスには、痛すぎるダメージだ。

「大切なドレスが、汚れてしまいましたね」

「か、乾かせば万事オーケーです！」

　視線をドレスの裾に落としたまま、千香は愛想笑いを浮かべた。

　なんといっても、今日はこれから結婚式の二次会で新郎新婦を祝福するのだ。

　こんなところで、落ち込むわけにはいかない。

「いえ、ショックだったでしょう？　クリーニング代は出しますよ」

　フォローするように、男性は手持ちの鞄へ顔を向けた。財布を取り出そうとしているようだ。

「あ、そんな！　私の落ち度ですから、本当に、お気になさらず！」

　そう言いながら鞄から財布を取り出す。

　よく見ると、男性は鞄の他にも大きな荷物を抱えていた。披露宴の引き出物の入った紙袋と、黒い長方形のハードケースである。千香が吹奏楽部でよく見かけるものだ。男性も楽器を演奏するのだろうか。

　男性は仕立ての良い黒のスーツにシルバーのネクタイを締めている。挙式披露宴にも参加した、新郎新婦と関係の深い人物のようだ。

　楽器を持っていた上に礼装だから、とっさに千香を避けることができなかったのかもしれない。

　あるいは、千香を支えるために手を貸してくれたのか。

（いずれにしろ、私が悪いのよ）

　溜め息を吐きながら、男性の顔を見る──そして気付いた。

「あれ、もしかして、九階堂先輩ですか？」

　がっしりと広い肩幅、見上げるように高い身長、彫りの深い端正な顔立ちながら、愛嬌のある目元。

（かっこいい……あの頃のまま、いえ、あの頃以上にかっこいい！）

　間違いない──千香が中学時代に憧れていた吹奏楽部の先輩・九階堂潤である。

「あれ……もしかして、夏目さん？」

「……はい。二学年下の夏目です。第二中の吹奏楽部でトランペットを吹いていました」

「千香、ごめん！　私が先走って受付に行ったばかりに、大変なことになって……」

　エントランスまで戻ってきた有紗が、心配して声をかけた。

「気にしないで。ちょっと運が悪かっただけだから」

「いや、混んでるからって焦った私が悪いよ。……あら？　えーっと、そちらの方は……九階堂先輩ですか？」

　有紗も千香の隣にいる男性が誰かに気づいて、目を丸くする。

「久しぶり。えーっと、吉井さんだっけ？　俺のこと、覚えていてくれたんだ」

　潤は千香と有紗の話を聞いて、口を開いた。

「今は違う名字になってますが、私のことは有紗でいいですよ。先輩方もみんなそう呼ぶし。それにしても九階堂先輩、相変わらずカッコいいですね！」

　潤と有紗は、さっそく盛り上がっている。

　有紗は中学時代から快活だった。

　他のメンバーは名字で呼び合っているのに、有紗のことはみんな下の名前で呼ぶ。

「あはは。ありがとう。……で、ドレスを汚してごめんね、夏目さん。せっかくお洒落している日なのに」

　汚れてしまった千香のドレスと、頭に飾られた美しいままの薔薇を見て、潤は顔をしかめた。

　めずらしい生花の花飾りを付けているのだから、相当気合いを入れたと思われたのだろう。

「い、いいんです！　うち、実家が花屋で、ヘアメイクの薔薇は母からもらったものですし……」

　顔の前で手を振り、千香は必死で弁解した。

（憧れだった九階堂先輩に転ぶところを見られるなんて、恥ずかしい……）

　潤と再会して、長らく忘れていた感情が、一瞬にして蘇ってきた。

（吹奏楽部の仕事でたくさんの演奏を聴くけれど、人生で初めて衝撃を受けたのは、九階堂先輩だったのよね）

　千香から見て潤は二学年上の先輩だ。吹奏楽部に入部してすぐに聴いた、潤のハリのあるトランペットに、千香は骨抜きにされたのだ。

　潤に憧れ、潤のような奏者になりたいと思って、あの頃の千香は練習に励んだ。

　千香にとっての潤は、どんなに素晴らしく有名な奏者よりも尊敬すべき存在だったのだ。

　そしてその気持ちは、今も変わっていなかった。

　久しぶりの再会に対する千香の緊張感を和らげるように、潤は微笑んだ。

「そう？　でも、俺の気持ちがすっきりしないからさ。クリーニング代だけでも受け取って」

　潤は千香にそっとお札を手渡すと、颯爽と店内に入っていく。

「九階堂先輩……」

「なに、千香？　今の九階堂先輩への態度……もしかして」

　有紗はニヤニヤと不敵な笑みを浮かべている。

「ちょ、な、なんでもないわよ。……ただ、びっくりしただけ」

　そう、千香は若かりし頃に憧れていた先輩と久しぶりに再会して、驚いただけである。

（断じて、ドキドキしただなんてことはないから！）

　不覚にも潤への恋心を思い出して動揺してしまったことは、有紗には内緒だ。

「……そうだよね。お店、入ろ。もうすぐ始まっちゃう」

　腕時計を見ながら、有紗は言った。

　店内からは、たくさんの人の気配が感じられる。

「うん。吹奏楽部の子たち、他にもいるかなあ」

　千香と有紗は、顔を見合わせて店内へ入っていく。

　新郎新婦が第二中の吹奏楽部で知り合ったくらいだから、招待客もきっと吹奏楽部メンバーが多いだろう。

　旧友に会えることを、千香はとても楽しみにしているのだった。







◆第二章 憧れの先輩と再会！








　シャンパングラスを片手に、千香と有紗は二次会を楽しんでいた。

　会場は照明を落としたロマンティックなムードのレストランである。

　店内が薄暗いため、千香のドレスの汚れには、誰も気づかないかもしれない。潤との再会と華やかな雰囲気に呑まれ、ドレスが汚れた悲しみも薄らいでいった。

　二次会自体はつつがなく進んでいた。

　新郎新婦のプロフィールビデオには、中学校時代の思い出として千香や有紗などの吹奏楽部メンバーの写真も使われており、店内はかなりの盛り上がりを見せていた。

「それでは、新郎新婦の二人に、中学時代の旧友から演奏のプレゼントです！」

　司会による紹介が終わると同時に、トランペットの演奏が始まる。

　よく聞き知ったメロディだった。

（これ、毎年、春の壮行会で演奏していた──）

　聴き覚えのある『威風堂々』のメロディ。

　現在、千香の勤務する学校でも、春と秋の体育会系部活動の壮行会で演奏されている。

　千香も生徒が練習する様を、幾度となく目にしてきた。

　それくらいに、この地域では定番の曲なのだ。

「あ、九階堂先輩」

　薄暗い店内の前面に設けられたステージ。

　スポットライトを浴びているのは、潤である。

　潤が奏でるそのメロディは、あの頃と同じ──いや、ずっとずっと艶を増して、聴き惚れるものだった。

「九階堂先輩、ヤバいくらいかっこいいね、千香！」

　有紗が、千香の耳元で囁いた。

「……うん」

「どうしたの、千香？　言葉が出ない？」

「えっ？　あ、うん……九階堂先輩、あの頃よりずっと上手いから」

「だよねぇ！　あーヤバい！　ここにいるみんな、もう九階堂先輩の虜だよ」

　有紗の形容は大げさではない。千香は本気で感動し、だから立ち尽くしてしまった。

　トランペットは息のコントロールが大切だ。

　もともと肺活量がある潤だが、きっと現在でも練習を続けているのだろう。

　音色には独特の張りがあり、大人の色気を漂わせていた。

（九階堂先輩、ずっと楽器を続けていたんだ）

　日頃、吹奏楽に関わっている千香には分かる。

　彼の音色は、日々練習を重ね、技術を磨いている演奏者のものだ。

　中学時代から楽器の上手かった潤ではあるが、今の彼の演奏は、より魅力を増した〝大人の音色〟に昇華していた。

（かっこいい……！　中学校のときから変わっていない……むしろもっと輝いて見える）

　潤は今、スポットライトを浴びて、会場の主役となっている。

（九階堂先輩、やっぱりすごい）

　しばしの間、千香はひたすら聞き惚れる。

　会場中が、千香と同じように、彼の演奏にじっと耳を傾けていた。

（また九階堂先輩のトランペットを聴くことができるなんて）

　中学時代、お手本にしていたのは潤の演奏だった。

　新入生歓迎会で初めて彼の演奏を耳にしたときから、千香の心は変わらなかった。

　潤に少しでも近づくため、一生懸命に練習した。

　あいにく、三年生である潤が部活動を引退するまでは数ヶ月しかなかったが、それでも千香は時間が許せば彼の演奏をかじりつくように聴いたものだ。

　あの頃と変わらない潤の奏でるのびやかなメロディが、会場中を釘付けにする。

　蜂蜜のように甘くまろやかなトランペットの音色は、聞き届ける人々の心を蕩けさせる。

「千香……千香ってば！」

　横から声をかけられて、千香はようやく正気に戻った。

「え！　あ、ごめん！」

　いつの間にか、演奏は終わっていたのだ。

　余韻に浸りすぎて、有紗の声が聞こえなかったというわけだ。

「もう、いくら九階堂先輩がかっこいいからって、夢中になりすぎ」

「ごめんごめん」

「ねえねえ、新郎新婦と写真を撮りに行こうよ。第二中のメンバーみんなでさあ」

　気付けば周りには中学時代に吹奏楽部で一緒だったメンバーが集合していた。

　みんな大人っぽく変わっているが、なんとなく十代の頃の面影もある。

　新郎新婦と写真を撮ったら、きっと素晴らしい記念になるだろう。

「うん、いいね。行こう」

　千香は元気に返事をして、他のメンバーとともに新郎新婦のもとへと向かうのだった。
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　結婚式の二次会は大盛況のうちに終わり、千香たちは息の合う吹奏楽部メンバーで飲み直すことになった。

　総勢十二人で訪れたのは、低価格で気の利いた一皿メニューが充実しているチェーン展開の居酒屋である。

　駅前の雑居ビルの三階に入っており、ここなら途中で抜けて帰宅するのにも便利だろうということになった。

　六人ずつ二つのテーブルに分かれると、ちょうど千香の向かいに潤が座る配置になる。

　人数分の飲み物とサラダや揚げ物などの定番料理を注文すると、お互いの距離が近づく。

（九階堂先輩が正面にいるだなんて、緊張するなあ）

　潤は新郎新婦と同学年で仲が良かったため、挙式披露宴から参加したようだ。

　スーツのジャケットこそ脱いでいるが、白いシャツのラインからうっすらと分かる胸筋は厚く、日に焼けた肌と相まって男性らしさを感じさせる。

（結婚指輪……していない。九階堂先輩、独身なんだ）

　二十八歳ともなれば、旧友には既婚者も多かった。

　こうして飲み直している十二人のメンバーでも、半分近くが既婚者だ。

　誰が結婚指輪をしているかなんて、柄にもなく気にしている自分自身に、千香は驚いた。

（……って、もう！　何を考えているのよ、今夜は大切な先輩たちの結婚式だったんだから。変なことは考えないようにしないと）

　だいたい、潤が未婚だからどうしたというのだ。

　千香にはまったく関係ないことではないか。

　飲み物と料理が運ばれてきて、乾杯をする。

　千香はサラダを取り分けて、同じテーブルのメンバーに渡した。

（落ち着け、私！）

　気持ちが乱れたときは、とりあえず手を動かす──そうすることで、千香は落ち着くのだ。

　周りを見渡せば、メンバーはすでにお酒も入り、和気あいあいとした雰囲気になっていた。

　ほっとして、千香は会話に入ろうとする。

　その刹那──。

「九階堂先輩、二次会での演奏、超超超超かっこよかったですよ！」

　千香の隣に座る有紗が、大げさな身振りで潤を褒めた。

「ありがとう。今日のために練習したんだ。聴いてくれた人が喜んでくれるのが、俺は一番嬉しい」

　ニコリと微笑んだ潤からは、あの頃にはなかった大人の色気が滲み出ている。

「……私も、感動しました。九階堂先輩、中学時代から肺活量があってのびのびとした音を出しますけれど、今夜のメロディは、より表現力があって、明るさの中にも切なさを感じるような、素敵な音色でした」

　二次会での演奏について、千香も感想を述べる。

　日頃、吹奏楽部でサポートをしている千香には分かる。

　潤はきっと、中学校卒業後もずっと定期的に練習を続け、技術を磨いてきたのだろう。

　感想を終えて潤を見ると、彼もまた千香をじっと見つめていた。

「あ、なんだか余計なことを言ってごめんなさい」

　猛烈に、恥ずかしくなる。

（どうしよう！　教員目線の長々とした感想を言ってしまって、私、空気を読めていなかった？）

　千香には昔からこういうところがある。

　その場の雰囲気や周りのテンポに関係なく、自分の思いの丈を話してしまうのだ。

　誠実な人柄だと勤務する学校の生徒からは評価されているが、社会人としてはいかがなものかと思っている。

「ううん！　夏目さんにそう言ってもらえるの、俺、超超超超うれしいよ！」

「あはは！　先輩、真似しないでくださいよっ！」

　有紗が口を大きく開けて笑う。

（よ……よかった）

　その場がおかしな雰囲気にならなかったことに、千香は安堵した。潤と有紗の、千香への気遣いも嬉しかった。

　その後も会話は盛り上がり、参加者たちは一気に昔に戻ったかのようなムードになっていく。

　音楽室のある校舎が数年前に建て替えられたこと、顧問の藤ふじ森もり先生が定年退職したこと、第二中吹奏楽部がコンクールで二年連続金賞を獲得したこと──。

　久しぶりに再会してみると、話題は尽きないのであった。

「そういえばさ、タイムカプセル、今年だったよね。みんな、何を書いたか覚えてる？」

　ウイスキーのロックを片手に、潤が周りに訊ねた。

　グラスを持つ潤の指は長く、そしてしっかりとしていて、そういうところも中学時代にはなかった魅力だなと千香は思う。

「あーそうだった！　潤、よく覚えてたな！」

　潤と同級生の小こ林ばやしが、合いの手を入れる。

「みんなで十五年後の自分に手紙を書いて埋めたやつ？　まったく忘れてた」

「当時はノリノリで書いたけど、開けると思ったら震えるわー」

　タイムカプセルは、吹奏楽部の創部五十周年を記念して埋められたものだった。

　部活ごとのタイムカプセルを埋める習慣は時々あるもので、吹奏楽部の場合はたしか、演奏会等の活動に日頃から協力的な卒業生の希望で実現したものだった。

「千香はなんて書いたの？」

「えっ？　あ、うん……なんだっけかなあ」

　有紗から話を振られたものの、千香は上手く答えられない。

　無論、忘れていたわけではない。口に出すのが憚られる内容なのだ。

　──好きな人と、幸せな家庭を築いていますか？

　タイムカプセルに預けた自らの手紙の文言を思い出して、千香は赤面する。

（たしか、あのときは九階堂先輩に憧れていて、九階堂先輩を思い浮かべてそんなことを書いたなあ）

　今この瞬間まで記憶の彼方にあった事実だが、しかし恥ずかしすぎるではないか。

「夏目さん……もしかして、好きな人のことでも書いたの？」

　会話に加わってきたのは、それまで静かにお酒を飲んでいた潤だ。

「えっ、まさか……もう、覚えていないですよ」

　答えつつも、千香は頬を真っ赤に染める。

（図星なんですが！）

　千香は手にしたハイボールをグイと飲み干した。夜はまだまだ終わらないのだ。




「そういえばさ、夏目さんと九階堂って、付き合ってたんでしょ？」

　和気あいあいとしたムードの中、とんでもないことを言い出したのは、潤の隣に座る小林だ。何でも気になったことを口にするひょうきんな性格は、あの頃のままらしい。

「ええっ？　い、いやいや……付き合ってないですって！　誰がそんな冗談を……」

　口直しにカシスオレンジを飲んでいた千香は、吹き出しそうになる。

（絶対にありえないから！）

　小林は尊敬できる先輩ではあるが、迂闊な冗談が多いところは肝を冷やす。

「そうなの？　いや、パート練習とか、いやに熱心に二人で話し込んでいたからさ。部員には内緒で、清い交際をしているんだと思っていたよ」

　たしかに千香はトランペットパートの先輩として、潤を慕っていた。

　楽器ごとに行う、いわゆる〝パート練習〟では、細かい部分の奏法について直接教えてもらったことも多い。

　千香が潤に抱いていた感情を一言で表すなら〝片思い〟だっただろう。

　だが、決して──断じて、男女交際をしていたわけではないのだ。

「な、なんで付き合っていたと思うんですか……違います！　そりゃあ、私としては尊敬していましたし、憧れもありましたよ。でも、深い関係では断じてないです。九階堂先輩と私、いたって普通の先輩後輩ですから」

　不自然なくらいの早口で、千香は二人の関係を説明した。

　そして助けて欲しいという念をこめて、自らの隣に座る有紗を見る。

　──が、有紗はニコニコと不敵な笑みを千香に向けるのみであった。

（もう、有紗ってば！）

　千香は冷や汗を流しながら、指先で眼鏡のズレを調整する。

「おーい、潤。さっきから黙り込んでいるけれど、実際のところはどうなんだよ。お前の答え次第じゃ、大スクープだぞ！」

　小林は潤にそれとなく話を振った。

　そういえば潤は、先ほどから話に入ってこない。

　きっと気まずく感じているのだろう。

「夏目さんと俺が付き合っている……か。そうだったら良かったんだけどな」

　神妙な面持ちで、潤は意味ありげなコメントをした。

「えっ！」

　千香は素っ頓狂な声を上げた。

　潤の射貫くような眼差しと低く甘い声で言われたら、本気にしてしまうではないか。

（ど、どういうこと？　ってか九階堂先輩、ここでそんなコメント、しちゃいます？）

　周囲の視線が、千香に集まる。

「あはは……九階堂先輩、冗談を言わないでくださいよ」

　ズレた眼鏡を直しながら、千香は愛想笑いをした。

「……そうだよね。ごめんごめん！　夏目さんにはきっと素敵な恋人がいるだろうし。変なことを言ってすまなかった」

　潤は、頭をかきながら訂正をする。

　中学校時代の彼はこんな冗談を口にするタイプではなかったため、千香はどうしたら良いのか分からない。

「で、ですよね。冗談ですよね。びっくりしたなぁ。……まぁ私はと言えば、生憎、今でもフリーですけどね！」

　かつて憧れていた先輩に、現在の恋人の話をされるのは辛い。だから千香は、笑いながら強く否定した。

　恋人がいないのは事実だが、すぐに恋愛をしたいわけでもないのだ。

「あ、でもみんな、気にしないで。今の私は、仕事が充実しているから。……そりゃあ、ちょっとは寂しく感じることもあるけどね」

　変な雰囲気にならないように、千香はフォローをした。

「夏目さんは先生だっけ？　偉いなー！」

「そうだよ。しかも数学だよ！　私、公式とか何一つ記憶にないわ」

　有紗がすかさずフォローを入れて、その場は事なきを得た。

（よかった、深く突っ込まれなくて）

　心をかき乱されるのはごめんだ。潤だってきっと、迷惑だろう。

　さらっと話題が流れたことで、千香は安堵した。

（なんとか、やり過ごせた……。もう、今夜はいろいろあったなあ）

　その後も世間話は続き、夜は大盛況のうちに更けていったのである。
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　かつての部活動メンバーと再会を果たし、楽しいひとときを過ごしたのも束の間のこと。

　翌日からの千香の生活は、ふたたび仕事で慌ただしく過ぎていった。

　──折り入って、少し話があるのよ。

　母親からそう言われて千香が実家に戻ったのは、六月も終わりの週末のことである。

　子どもの頃からずっと暮らしてきた一軒家は、内装は古いが掃除好きの母親のおかげで、比較的きれいなまま保たれていた。

　千香は高校卒業と同時に実家を出て、ずっと一人暮らしである。

　教員への転職で地元へ戻ってきたときも、学校の近くに部屋を借りた。

　実家の二階には未だに千香が使っていた部屋があり、学習机や卒業アルバム等を残してはある。

　てっきりそれを、そろそろ片付けて欲しいという話だと思っていたが──。

（なんだろう？　やっぱり、実家に置きっぱなしの荷物をそろそろ引き取らないと駄目だよね……って、え？）

　リビングルームに入った千香は瞠目した。父親と母親が、妙にかしこまってソファに腰掛けていたからだ。

「二人とも、何かあった？」

　ただならぬ気配を感じて、千香は両親の向かいのソファに座る。

「千香、この際だからはっきり言うわね。こっちに帰ってきてお堅い仕事に就いたんだから、そろそろ結婚も考えないと……お見合いとか、興味ない？」

　いつになく真剣な母親の言葉に、千香はたじろいだ。

「えっ、結婚？　お見合い？」

「そう、実はね、あなたにお見合いの話が来たのよ」

「お見合い？　私が？」

　予想外すぎる話題に、千香は思考が追いつかない。

「急な話でごめんなさい。悪い話ではないと思うから、受けてみない？」

「うーん……どうしようかなあ」

　目を閉じ、神妙な面持ちで眼鏡の角度を直しつつ、千香は答えた。

　たしかに、千香は結婚適齢期である。両親が心配する気持ちが、理解できないわけではない。

　けれど──お見合いなんて、とんでもない！

（私は私自身で、結婚相手を見つけたいのよ）

　生涯の伴侶を見つけるという人生の一大事について、両親のお世話になることに抵抗があった。

「じゃあ、他に誰か良い人がいるの？」

「い、いないけれど……」

　痛いところを突かれて、千香は黙り込む。

　そう、ぼんやりとした結婚願望はあるものの、具体性は何もないのである。

（今の職場じゃあ、出会いなんてないしね）

　勤務先の女子校は、教員や職員も九割が女性だ。数少ない男性陣は、千香よりずっと年上で所帯持ちである。

　日々の授業、そして吹奏楽部のサポート──自分に与えられた業務をこなしているだけで、一日があっという間に過ぎていく。

　プライベートな時間を使って出会いを求める余裕など、今の千香にはない。

　仕事で手一杯の現状では、新たな出会いを見つける気にもなれなかった。

「じゃあ、いいじゃない」

　母親はやたら乗り気である。

「うーん、そうだねえ。……はぁ……」

　曖昧な言葉で濁しつつ、自分の現状に溜め息を吐いた。

　お見合いがもっとも効率的な結婚への道だというのは分かるのだが、もっと自然な恋愛をしたい、それが難しいなら無理をしなくてもいい、というのが千香の本音だ。

　そう考えていると、いつもは寡黙な父親が口を開いた。

「お見合い、とりあえず受けてみたらどうだ」

「えっ、お父さんも賛成なの？」

　母親が無理に進めているのかと思っていたから、父親の反応は意外であった。取引先など仕事の事情が関わる話なのだろうか。

「もちろん賛成だ。だいたい今の若者は、失敗を恐れすぎだ。機会がやってきたら気軽に挑戦すべきだ。人間は本来、挑戦と失敗を繰り返すことで成長するもので……」

「はいはい、分かりました！　受けます、お見合い、受けます！」

　父親の話を遮るように、千香は返事をした。

　こういうとき、父親の話は抽象的で、回りくどい。

　それに結論ははっきりしているのだ──要するに、両親ともに、千香にお見合いをして欲しいのだと。

（それにお父さんの助言ももっともだわ。お見合いってきっと相性が大事だから、会ってみて決めればいいじゃない！）

　千香は自分自身に言い聞かせる。

　いつになく真剣な両親の態度を見て、千香は考えを変えたというわけだ。

「わ、わかったわよ。お見合い、してみる」

　姿勢を正し、千香は頷いた。

「千香！　嬉しいわ！　ようやく適齢期の娘らしくなって」

「おいおい、母さん。まだ結婚が決まったわけでもないのに……」

　両親は過剰なくらいに目を輝かせていた。

　普段は寡黙でうるさいことを言わない父親も、心の底では千香を心配していたようだ。

（私も三十歳手前だし、お父さんやお母さんの気持ちも想像できる。少しくらい話を合わせてもいいわよね）

　上手くいくかは分からないが〝挑戦が大切〟だという父親の言葉には千香も納得だ。

　事実、高校を出て上京したときも、ふたたび故郷で働こうと決めたときも、挑戦しようという気持ちが、千香を新しいステージへと導いてくれたのだから。

「それで、お相手は、どんな方なの？」

　お見合いで何よりも大切なのは、相手だ。千香に興味を持つなんて、一体どんな男性なのだろう。仕事つながりで教育関係だろうか。

「九階堂潤さん。ほら、九階堂商会の後継ぎの方よ」

　母親はおもむろにお見合い写真を開いた。

「……は？」

　思いも寄らなかったお見合い相手の名前に、千香はあんぐりと口を開けた。

「千香、どうした。びっくりしすぎたか？」

「えっ、まさかね……」

　そんなわけないだろうと、母親から手渡されたお見合い写真を受け取る。

（九階堂潤？　同姓同名の先輩と、この間会ったばかりだけれど……）

　写真の中でこちらへ向けて微笑んでいるのは、紛れもなく九階堂潤先輩──その人だった。

「えっ……え、ええーっ！」

「そんな素っ頓狂な声を上げて、どうしたっていうのよ。ほら、とても格好いい方でしょう？　年齢も二歳しか違わないの」

　写真スタジオで撮影されたと思われるその写真は、一言で表すと〝最高〟だった。

　周りに両親がいるのも忘れ、千香は食い入るように見つめてしまう。

　紺色のスーツに身を包んだ潤は、キリリとした表情でこちらを見ている。

（写真なのに、なんだか緊張してくる！）

　スッと通った鼻、切れ長で印象的な目元、微笑を浮かべた薄い唇──。

（かっこいい！　九階堂先輩、写真だけでも最高なんですが！）

　心臓が、ドン、ドン、ドン、と、まるで祭りの太鼓のように大きく鳴る。

「どう？　千香？」

　何も喋らない千香に、しびれを切らした母親が声をかけた。

「……お母さん、九階堂先輩は、私の中学生時代の先輩だよ。しかも、トランペットパートだったから、お世話になっていたの！」

「ええっ……そうなの？」

　母親は初耳のようだった。

「し、知らないでこの話を受けたの？」

　驚きだが、しかし無理もないかもしれない。千香が中学一年生のとき、潤は三年生だった。三年生は夏休みのコンクールで引退だから、実際に指導を受けたのは四か月ほどである。保護者側も、そんなに認識できていないだろう。

　特に千香の母親は常に家業で忙しかったため、千香の部活動にはノータッチだった。

　千香は潤に憧れを抱いていたが、思春期の娘が母親にそんな話題を振るわけもなく、当然のように話す機会はなかった。

「そうよ。……でも、それなら良かったわ。お世話になった先輩、しかもイケメンがお見合い相手だなんて、これ以上の幸運はないわよ」

　母親はお見合い写真を千香に見せつつ主張した。

　イケメン──たしかにその通りである。しかも好きだった先輩なら、絶好のチャンスだ。

　お見合いというくらいなのだから、知らない男性が相手なのだと思っていた。

　だから千香にも抵抗感があったし、両親もそれを危惧していただろう。

　中学時代に憧れていた潤とお見合いできるなら、たとえ上手くいかなかったとしても──千香にとっては、大切な思い出になるだろう。

「そうね。……うん、お母さんとお父さん、私、お見合いを受けるよ。真面目にやってみる」

　お見合い写真を閉じて、千香は両親に、自分の決意を述べるのだった。







◆第三章 ドキドキのお見合い！








　かくしてトントン拍子に話は進み、八月に、千香にとって初めてのお見合いの日が訪れた。

　折しも、季節は夏。七月までは吹奏楽部のコンクールで忙しく、新学期が始まれば千香は忙しくなるだろうからと、八月のお盆明けにお見合いがセッティングされたのだった。

　場所は日本庭園が美しい静かな料亭。松の木が植えられた枯山水の庭は風情があり静寂に満ちていて、耳を澄ませば水琴窟の美しい音が聞こえてくる。

　母親が用意した薄桃色の訪問着に身を包み、髪も美容室でセットしてもらうと、自分がまるで良家の令嬢であるかのような気がしてくるから不思議だ。

　一方の潤も、オーダーメイドと思われる濃紺のスーツにストライプのネクタイを合わせ、高級感に溢れた服装だ。髪型もフォーマルな感じに固めていて、再会の日とは違う上品さを感じさせる。

　潤は地元で手広く事業を展開する九階堂商会の三代目である。東京の大学を出て都市銀行に数年勤務した後、今は父親の会社の代表取締役になっている。体調を崩した父親は会長職に退いているそうだ。

　最近は多角経営に乗り出しており忙しいが、毎日とても充実しているのだと、事前情報を得ている。

　千香の両親が経営するフラワーショップ夏目は、九階堂グループが手がける葬祭場やレストランとも付き合いがある。

　その仕事上のつながりと、何より九階堂先輩本人が千香を気に入っている事から今回のお見合いが叶ったというわけだ。

（私が、本当に本当に、九階堂先輩とお見合いするの？）

　当日になってもなお、千香は信じられずにいた。

　なんといっても、相手は憧れの先輩である。

　二次会で再会した夜、千香は記憶の底に沈んでいた恋心を思い出した。

「あ、あの、本日はまたとない機会をありがとうございます。こんなに素晴らしい料亭で、大安の、一粒万倍日の日曜日に」

　お見合いをするのならばと、九階堂家が日時や場所を決めてくれたのだ。そのことにも、千香は感謝していた。

「緊張なさらないでください。来ていただいてありがとうございます」

　潤の父親は、ニコリと笑ってそう答えた。紳士的な雰囲気の男性で、当たり前だが潤にそっくりだった。潤も年齢を重ねたら父親のような紳士になるのかしら──と、そこまで想像して気づく。そこまで考えるのは気が早すぎるではないかと。

「……今更ですが、本当に私でいいんでしょうか？　誰か、人違いではなくて？」

　双方の両親が世間話に興じている間に、恐る恐る、千香は訊ねる。

（私が九階堂先輩と釣り合うとは、思えない！）

　この場に来てからも、千香はまだ半信半疑だった。しかし千香以外は、誰も冗談でこのお見合いを取り持っているようには見えない。みんな、大真面目である。

　潤は、千香の緊張を解くように微笑みかけた。

「先日の二次会の後に、まだフリーだって聞いたから。あのとき、どうしても、夏目さんとお見合いしたいと思ったんだ」

　射貫くような眼差しに、引き結んだ唇。潤に真剣な顔で言われると、千香は赤面する。

「千香さん、うちの息子が気に入らなかったら、フッてくれていいからね」

　潤の父親が、千香を気遣う言葉をかけた。

「そうよ、結婚はご縁だから。……千香さんが中学校の部活で一緒だったと聞いて、浅からぬ縁だから良いかもしれないわね、と思ったの。でも、実際の相性は二人が決めることよ」

　隣に座る潤の母親も、そうフォローした。

　潤の両親は、二人に任せるというスタンスらしかった。

　どちらも上品で柔和、親しみやすい印象の二人だ。

　どうやら、潤はお見合いが初めてで、彼の両親も、慣れていないようである。

　千香の両親の方も、お見合いなんて初めてだ。

「うちの娘、他に出会いがないみたいですから、ありがたい限りです」

「女子校が職場だと、男性がそもそもいないみたいなんですよ」

　自分の娘がまさかこのような場にやって来るなど、少し前までは想像できなかったのだ。やや緊張気味に、娘の現在の状況を話した。

「そうなんです。私もそろそろ結婚を意識する年頃ではあるのですが、あいにく日常生活では男性との関わりが少ないので、今回こういったお話をいただけて嬉しいです」

　千香は無意識に背筋を正す。

「夏目さんは吹奏楽部の副顧問をされているんだよ」

　潤は先日の飲み会で得た情報で千香をフォローする。

　お見合い相手本人である潤がこうして千香の話題を出してくれているということは、彼は、本気なのだろうか。

「素晴らしいわね。うちの息子の潤も大学まで吹奏楽をやっていて、今も市民楽団に所属しているのよ。たしかに気が合うと感じるわ」

　潤の母親も上機嫌であった。

（私、全然話せてない）

　お見合いの場には、自分と相手の両親が同席しているからか、うまく話せないのだ。

　着物が窮屈だからというのもあるかもしれないが、それ以上に千香は緊張していた。

「では潤、千香さんと二人で、少し庭園を散歩してきたらどうだ？　若い二人で積もる話もあるだろう」

　潤の父親に促され、二人は席を立つ。

（渡りに船！　大チャンス到来よ！　……頑張れ、私）

　高鳴る胸をそっと押さえ深呼吸しながら、千香は潤とともに庭園へ向かった。
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（とはいえ、二人っきりになるのも、めちゃくちゃ緊張する！）

　日本庭園には中庭があり、四季折々の花を楽しめるようになっていた。

　枯山水が広がる庭の中ほどにある東屋で、千香は潤と並んで座る。

　幸いにも、暑さはそこまでではなかった。もともとこの地域では、夏の暑さもそこまでひどくはない。今日も日差しこそ強いものの、頬に当たるそよ風は爽やかであった。青い空には、もくもくとした綿菓子みたいな入道雲が浮かんでいる。

　千香は訪問着をまとっていて、それほど汗はかいていない。

「実は今日、ものすごく緊張していたんだ」

　潤は恥ずかしそうに打ち明けた。

「ええっ！　先輩が……？　そうなんですか？」

　意外そうに、千香は目を丸くした。

「ああ。こういう場で女性と何を話していいか分からないからね。お見合いなんて、今日が初めてで」

「……そうだったんですね。実は私も今、とても緊張しているんです」

　千香は潤の顔を正面から見つめる。その瞳に偽りはないようだった。

（先輩、意外と私に似てるかも）

　潤の言葉を聞いた千香はそう思った。

「それで、先輩、あの、その……ご両親の前ではああ言いましたけれど、何か事情があるなら、このお見合いは断ってかまいませんよ」

　恐る恐る、千香は訊ねる。

（やっぱりまだ、信じられないよ）

　潤は高身長のため、千香からは見上げるような姿勢になる。

　ジャケットを脱ぎ、ラフに捲った袖口からは、ほどよく筋肉の付いた腕が覗く。

（先輩……ただ目の前に存在しているだけでかっこいい……）

　その男らしさを目の当たりにしただけで、千香の心臓は落ち着かなくなる。

「中学の頃、俺は夏目さんが好きだった。小柄で丸っこい眼鏡をかけていて、猫みたいに可愛くて、練習にも一生懸命な夏目さんが大好きだった」

　ぽつりぽつりと、潤は本音を話し始める。

「え？」

　潤の唐突な告白に、千香は驚きを隠せない。

「この間、久しぶりに再会して、その気持ちが変わっていないことを実感した。……まぁ、再会のきっかけは、最悪だったけれどね」

　二次会の夜のことを、千香は思い返す。

「たしかに最悪な再会でしたね。でも、ドレスの染みは、クリーニングできれいになりました」

「あの後も心配だったんだ。なにせ、会場に入る前だったから」

　あれは大雨の中でいろいろな事象が重なり起きてしまった事故だ。

　千香としては、もう気にしていない。しかし潤の気遣いは嬉しかった。

「私にとっては、忘れられない夜になりましたよ。だって、ドレスの事件の後に先輩の演奏に感動して、みんなで飲み直して……あの夜の流れが、このお見合いにつながったんですから」

「うん、だから、運命じゃないかな、って。夏目さんは、どう思う？」

　潤は千香に正面から向き直ると、手をギュッと掴んだ。

「え……？　運命、ですか？」

「うん。俺にとって夏目さんは、運命の人だ。真剣に、結婚したいと思っている……なんて、いきなり言われても困るだろうから、まずは交際から初めてみないか」

　潤の手の熱が、千香にも伝わってくる。彼の瞳は真剣だった。

「私……九階堂先輩に憧れていました。演奏がとても上手くて、朝練でも一番に来て、たくさん練習をしていて。私もずっと先輩に片思いしていたんだと思います。だから……もし先輩が良いのなら、その……お付き合いを、したいです。結婚前提で」

　恐る恐る、千香は本音を打ち明ける。

　何しろ中学時代から密かに憧れていた相手である。

　正式に交際できるならこれ以上の幸せはないが、果たしてそれが上手くいくのかは未知数だ。

「ありがとう！　そう言ってくれて嬉しいよ。今度、恋人としてきちんとデートしよう。約束だよ」

　潤は目を輝かせて誘った。

「恋人として……。先輩と、私が、ですか？」

　まだ、千香は信じられない気持ちだ。

「もちろん！」

「デート……。はい、頑張らせていただきます……」

　千香の声は、喜びのあまり消え入りそうだ。

（私と先輩が、恋人同士に……！）

　夢みたいだと、千香は思った。

　すると、潤がそっと肩を抱き寄せた。

「大丈夫だよ。俺たちはきっとうまくいく」

「ひゃっ!?　……はい！」

　優しく囁かれて、千香の顔が真っ赤に染まる。

　デート──そんな華やかなイベントから、千香は長らく遠ざかっていた。

「ああ、そうだ。どこへ行く？　動物園？　水族館？　中学生みたいに、ベッタベタなデートがしたいな」

　潤は千香の両手を握り、瞳をキラキラさせている。心の底から、千香とのデートを望んでいるらしかった。

「そ、そうですね。水族館に行きたいです。中学校の遠足で行ったところとか。……よろしくお願いします」

　千香は頬を赤らめ、潤の手を握り返した。

　──二人の交際のスタートである。
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　かくして、翌週末に二人は、初めてのデートで隣の県にある水族館へ行った。

　海沿いにあり、イルカのショーと、クラゲのたゆたう大きな水槽が見どころのデートスポットである。

（九階堂先輩、今日も変わらずかっこいい！）

　潤はワンポイントが入った海外ブランドの黒いポロシャツにジーンズ、スニーカーというカジュアルなファッションだったが、全体的な雰囲気が洗練されていた。

　千香は初デートということで、ミントグリーンのカットソーにベージュのフレアスカート、そして普段よりは少し高めのヒールのパンプスという、清潔感のある装いを目指した。平日は授業のための資料が大量に入るリュックを愛用しているが、今日ばかりは小さな革製の鞄を携えている。周囲から見て分かるほどのベタな〝初デート〟の装いだ。

「九階堂先輩！　今日は、よろしくお願いします……！」

「うん、来てくれて嬉しい。肩肘張らなくていいよ。実は個人的に来てみたかったんだ、ここ」

　水族館は千香の提案だったから、その言葉を嬉しく思う。

　潤は全国の水族館でも珍しい、深海生物の水槽を覗いてみたかったらしい。千香はどちらかというと、カラフルな熱帯魚などを楽しみにしていた。方向性は違うが、二人はどちらも展示を楽しんだ。

　意外に二人の好みが一致したのが食用の魚で、特にホッケは〝泳いでいるときから美味しそう〟と、身も蓋もなく、二人の感想が同じだった。

　そう、潤は話してみると気さくで、おもしろい先輩だった。

（先輩の素顔が見えた気がする……嬉しいなあ）

　心をホクホクさせながら、千香と潤は展示を回った。

　そして館内をぐるっと見た後、二人はフードコートを兼ねたテラスでソフトクリームを食べる。

　海のそばというだけあり、ほんのり塩味を感じる、名物のソフトクリームなのだ。

「先輩、私、ここに来たのは遠足以来です。このソフトクリームを食べたのも」

「実は俺も。ソフトクリームの味で、昔を思い出した」

　水族館は中学生の頃に遠足で来たのが最後であった。

　敷地は海に隣接していて、テラスからは海が見渡せた。

　──折しも、季節は夏の終わり。

　海水浴客は減っているが、サーファーたちが浜辺にちらほら見える。

「先輩って、こうやって話すと親しみやすいですね」

「お見合いのときは近寄りがたかったってこと？」

「いや、なんていうか……私と先輩、部活の先輩後輩じゃないですか。部活ではそこまで深く接する機会もなかったから、こうして二人でデートするのが新鮮っていうか……駄目ですね、照れちゃいます」

　千香は言い切ると、顔を俯かせた。

「夏目さんって、昔からそうだったよね。いつも誠実で礼儀正しくて、一生懸命。思ったことは、きちんと言葉で伝える。あと、健康で皆勤賞だったり。俺、そういうところが好きだよ。先生っていう仕事もぴったりだと思う。だから、お見合いを申し込んだんだ」

「そ、そうだったのですね」

　ストレートな告白を受けて、千香は思わず赤面する。

　しかし、次の瞬間には別の意味で赤くなった。

「……あの、今、私のこと好きって言いました……？」

「うん、言ったよ。もしかして、嫌だった？」

「いえ、嫌じゃないですけど、その、なんといいますか、恥ずかしいです……」

　千香はしどろもどろになり、言葉を濁す。

　一方、潤は平然としていた。

「ごめん、何度でも言いたいと思って。それに、もうそろそろ限界なんだ」

「……何が、ですか？」

「本当は、夏目さんも分かってるくせに。……俺は、夏目さんが好きだ。真剣に結婚を考えてる」

　潤はそう言って、千香との距離を縮める。

（わ！　九階堂先輩、近すぎますって）

　千香はドキッとして、思わず仰け反った。

　だが、すぐに背中が壁に当たる。

　潤はそんな千香の顔の横に手をつき、耳元で囁いた。

「キスしたいんだけど、いい？」

「……っ！」

　至近距離にある端正な顔に、千香は息を呑む。

「だ、駄目です……！」

　恥ずかしさのあまり、千香は思わず潤を押し返した。

　それとなく、辺りを見回す。

　ちょうど周囲に人はいなかったが、千香にはキスをする度胸がないのだ。

　心臓が早鐘を打っている。

　これは、どちらかと言えば恋愛に疎い千香にとって、刺激の強い体験である。

（九階堂先輩、私のことが好きって、本気なんだ）

　その事実だけで、千香の胸は高鳴る。ドキドキして、頭がくらくらしてくる。

「ごめん、いきなり迫られても困るよね。じゃあ、今度にしよう」

　潤はそう言うと、すぐに身体を離す。

（え？　終わり？）

　千香はそのあっさり具合に拍子抜けした。本音では、期待していたのだ。

「え、いいんですか……？」

「だって、今日は夜まで一緒に過ごすんだから。焦ることないよ」

「なるほど、そうですね！　あ、そうだ、晩ご飯なんですけど、近くのお寿司屋さんを予約しました。家族と行ったことがあるんですが、海沿いだけあって、ネタが新鮮で絶品なんですよ」

「いいね、行こう」

　二人は立ち上がった。

　手を繋いではいないものの、お互いの距離は先ほどよりも近づいている。

　その後、訪れた寿司屋で、潤と千香は様々なことを話した。

　好きな食べ物や音楽の話など他愛もない話だったが、お互いについて深く知ることができたことは、二人にとって大きな進展だった。
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　次のデートは博物館へ行った。その次のデートは管弦楽団のコンサート。

　今度はどちらも、潤の提案だった。

　潤は優しく、少しずつ距離を詰めてくれているように、千香には感じられた。

（なんだか悪いな、私ばっかり甘やかされて）

　彼は千香の心を見透かしているようだった。

　新学期に向けて仕事が忙しくなる千香を気遣いつつも、いつも千香が喜びそうなデートスポットを提案してくれるし、欲しいものを察してくれる。そして潤自身も、全力で楽しんでくれる。だから、自然体でいられるのかもしれない。

（それにしても、九階堂先輩といると、落ち着くなあ）

　千香は、次に潤に会う日を、カレンダーに印を付けて心待ちにするようになっていた。

　こんなに心躍る日々は、社会人になってから初めてかもしれない。

（日常の中の、癒やしっていうか）

　九月になり、新学期が始まった。平日は夜まで仕事があり、ずっと気を張っている。授業とその準備、生徒たちの指導──。

　さらに吹奏楽部の仕事もある。細かな演奏の指導は顧問の鏑木先生に任せているが、事務的な仕事や生徒たちの精神面でのサポートは主に千香が担っていた。

　吹奏楽はいわば団体競技である。部全体が結束しなければ、良い演奏は生み出せない。

　そのためには、日々の生徒たちへのサポートが不可欠なのだ。

（仕事も気合いを入れなきゃ！）

　職員室で拳を握り締めて、千香は授業の準備を進める。

　──背後に人が立っていることに、声をかけられて初めて気づいた。

「夏目先生、秋の音楽会の打ち合わせ、今週の金曜日の放課後でいいですか？」

「わわっ！　田中さん、ありがとうございます。はい、十六時半からでいかがでしょう？」

　資料を持って訊ねてきたのは、指導員の田中さんである。

「分かりました。夏目先生、最近生徒さんから頼りにされていますね。やっぱり経験者は違うと夏目先生のことを慕っていますよ」

「そうですか？　自分なりに頑張ってはいるものの、至らない部分も多いので……上手くいっているのは、田中さんや鏑木先生のおかげですよ。ありがとうございます」

「あら、私は夏目先生の影響が強いと思います。夏目先生、最近はなんだかとても楽しそうで、部活動の指導にも一生懸命です。たぶん、それが生徒にも伝わっているのだと思います。何か良いことでも、ありましたか？」

　予想外に褒められて、千香は照れた。

「そうでしょうか？　そんな風に言っていただけて嬉しいです。夏に参加したパーティで、昔の部活動の仲間が演奏しているのを聴きまして。それで音楽の素晴らしさを再確認したのですよね。生徒たちにも、自身で演奏すること、他人に伝えることの楽しさを感じてもらえたらいいなと思っています」

　千香は田中さんと微笑み合った。仕事もプライベートも充実して、千香は心身ともに満たされている。





　＊






　四回目のデートは週末のディナーである。今回も千香好みの提案してくれたのは、潤だ。

　彼に連れられ、千香は商業ビルの高層階にあるスペイン料理のレストランを訪れた。美しい街並みを見下ろしながら、楽器の生演奏が聴ける店だ。

　二人が来店したときは、フラメンコギターで『アランフェス協奏曲』が演奏されていた。千香も潤も音楽が好きだということで、潤は生演奏を聴けるレストランを選んでくれていたようだ。

　橙色の間接照明の下で、楽しく温かいムードで食事をすることができる。

　生ハムやスパニッシュオムレツなどの前菜に始まり、イベリコ豚のソテーなど、とにかく料理が美味しくて、千香は幸せだった。

　お酒も赤ワインに果物を加えて作った定番のサングリアの他に、白ワインのサングリアも用意されている。

　比較的アルコールに弱く甘いお酒を好む千香にとっては、天国のような店である。

「夏目さん、気に入ってくれた？」

「もちろん！　こんなに美味しいお店に連れてきてくれて、ありがとうございます」

「そう！　嬉しいよ。スペイン料理って、魚介や米を使ったものが多いから、日本人の好みに合うと思うんだよね」

「たしかに……」

　海鮮のパエリアは、ムール貝や海老の風味とご飯のバランスが絶妙で、千香は舌鼓を打ちながら答える。

（このお店、有紗にも教えよう。ご飯物が好きだから絶対に気に入るはず……って、私、デートなのに食べ物に夢中になりすぎ！）

　先ほどメッセージアプリに「なかむ」という通知があった。内容は確認していないが、有紗である。彼女は無類の炭水化物好きだから、パエリアを何種類か頼んで分け合ったら、存分に楽しめるはずだ。

「このパエリア、めちゃくちゃ美味しいですね！　感動の味です！　ギターの演奏も素晴らしいし、九階堂先輩、センスがいいです」

　早口で自分の感動を潤に伝える。

　その勢いのまま、千香は手元のサングリアを、グイと一気飲みした。

「ありがとう。……でも、夏目さん、今夜は飲み過ぎじゃない？　少し、心配だよ」

「ええっ！　九階堂先輩だって、飲んでいるじゃないですか！」

　潤は辛口の白ワインを片手に、料理を楽しんでいる。アルコールの量でいえば、同じくらいだろう。

　潤の頬も、ほんのりと赤くなっている。千香と同様、気分が高揚しているようだ。

「アルコールには強い方なんだ。夏目さんは、平気？」

　心配そうに眉をひそめて、潤は訊ねる。

「私は大丈夫です！　これっぽっちじゃ酔いません～！　もっと飲ませてくださいよぉ」

　いつになく陽気な口調で、千香はグラスを持ち上げてみせた。

「はいはい……。無理しないで、ほどほどにね……」

「分かっていますってば～！」

　そう言いながらも、千香はついついワインを飲み進めてしまう。普段ならセーブするのだが、今日に限ってなぜか止まらないのだ。

　生演奏による陽気なフラメンコの音楽が、千香の頭にも心地よく響き渡る。

　千香は酔いのせいで、瞼が重くなってきた。




　取り返しがつかないと気づいたときには、時すでに遅し。

　飛び起きた千香は、大きなベッドの上にいた。

「えっ、先輩!?　ここって……」

「うん。ご想像通り、ホテルです」

（どどど、どうしよう!?　ぶっちゃけ、ふわふわしていてここまでの記憶がない……）

　ソファに腰掛け、潤に差し出された外国のミネラルウォーターを飲みながら、千香は動揺していた。

　なんとか落ち着こうと、深呼吸をして辺りを見回す。

　広々としたメインの寝室には、大きなダブルベッドが置かれている。真っ白なシーツが引かれ、枕も大きくふかふかだ。大きな窓からはこの街の夜景が一面に見渡せる。隣には豪華なテーブルとソファ、大型テレビが置かれた大理石の床の部屋があり、ゆったりとくつろげるようになっている。

　内装と眺望から察するに、高層階のスイートルームであろう。

（ここで先輩と私が……いや、まさか、そんな）

　自然と千香の視線はベッドに釘付けだ。

　先ほどまで千香が休んでいたため、シーツがぐしゃぐしゃに乱れている。

　寝顔を潤に見られたかもしれないと思うと、それだけで穴があったら入りたい気持ちだ。

「夏目さん、ベッドが気になる？　ごめんね、ツインの部屋は予約がいっぱいだったんだ」

　心配して、潤が覗き込んできた。

（わ、私ってば、そっちばかり気にして、最悪！）

　千香は目の前でブンブンと手を振った。

「いやっ、決してそんなことは……。あ、そうだ、先輩。汗をかいたので、お風呂に入りませんか？」

　苦しまぎれに千香が提案すると、潤はなぜか顔を赤らめた。

「あれ……先輩？」

「それって、夏目さんと俺が、一緒にお風呂に……ってこと？」

「ひあっ!?　す、すみません……ひ、一人ずつです」

「そ、そうだよね、俺こそごめん。……部屋で待ってる」

　潤も少し戸惑っているようだ。その証拠に、ミネラルウォーターをグイと喉へ流し込んでいる。

　日頃は完璧に見える彼の、可愛らしい一面を垣間見た気分になった。

「わ、私も、お風呂で頭を冷やしてきます」

「のぼせないように気をつけて、ゆっくりしてきてね」

　潤は穏やかに言った。千香は彼からパッと顔を背けて、浴室へと向かう。

　夜景を楽しむこともできる浴室は窓が大きく、広く開放的な空間だった。

　身体を洗ってバスタブに浸かり、千香は大きく息を吐く。

　ジェットバスのほどよい水流が、火照った身体をほぐしてくれる。

（先輩後輩という関係から再会して、お見合いしてデートして……そしてなぜか今はホテルに……）

　目を閉じて入浴していると、いろいろな思いが駆け巡ってくる。

（私には不釣り合いなくらい……幸せ）

　うっとりと目を閉じて、千香は深呼吸する。

　潤と自分が結婚前提の交際をしているなど、夢みたいな展開である。

（って、ちょっと待って！　私、本当に先輩と二人の夜を過ごすわけ……？）

　まだ現実を信じきれずにいる。

　それでもバスルームの向こうでは、潤が待っているのだ。

　バスタブに浸かって、千香はゆっくり身体を休める。

（今夜はきっと、先輩と、するってことだよね）

　たっぷりの湯で温まると、自然と二人の夜への期待感が高まってきた。

　気分がほぐれたところで、千香はバスルームを出た。

　替えの下着はないから、素肌にガウンタイプの夜着を羽織り、部屋へ戻る。

　ボディソープの薔薇の香りが、ふんわりと肌から立ち上って心地良い。

「お待たせしました。次は九階堂先輩が、ゆっくりしてきてください」

「ありがとうね、夏目さん」

　千香と入れ替わりで潤が入浴したため、千香は部屋で一人になった。

（それにしても、眺めの良い部屋だわ）

　大きな窓に近づいてそっと手を触れ、千香は外を見る。

　よく晴れた秋の夜だった。寝室の窓からは、この街の夜景が一望できた。

　ビルのネオンが瞬き、遠くに見える幹線道路には車のライトが一定の速度で流れていく。

　こうして見ていると、自分が暮らす街を違う角度から見た気がして面白かった。

（こんなにきれいに見えるのね！　……でもここ、やっぱり高い部屋なのかも）

　振り返って部屋を見渡す。家具は見るからに高級品だし、内装も凝っている。

（先輩に、きちんとたしかめないと……）

　千香のために気を遣わせてしまったのかもしれないと思うと、千香は心配になった。

　潤がガウン姿で浴室から出てきたのは、それから二十分ほど後のことだった。

「おつかれさまでした。先輩、お風呂、良かったでしょう？」

「うん、最高だったよ。夏目さんは、景色を見ていたの？」

「はい。夜景がすごくきれいで、感動していました。……先輩、ぶしつけな質問で恐縮ですが、このお部屋、すごく高級じゃないですか？」

「ごめんね、急だったから、この最上階のスイートルームしか空いてなかったんだ」

「ええっ！」

　想像通り、良い部屋だったというわけである。潤にそこまで気を遣わせてしまったことに、千香は胸が締めつけられるような苦しさを覚えた。

「支払いのことなら、夏目さんは気にしなくていいよ。お酒を飲ませすぎた俺が悪いんだし。それにどうせ泊まるなら、特別な部屋の方がいいだろう？」

　キングサイズのベッドに二人は並んだ。

　千香はまだ現実だと信じられない面持ちで、眼鏡を取り脇机に置く。

「酔ったのは先輩のせいじゃありません。全て私が悪いんですっ。お店の雰囲気が良くて、ご飯も美味しくて、楽しさのあまり飲みすぎました……」

「それなら、悪いのは夏目さんじゃなくて素敵すぎるあの店だ！　……気に入ってくれたみたいで嬉しいよ。また、行こう！」

「はい、もし私が、愛想を尽かされていないなら……」

「そんなこと、あるわけがないよ。それじゃ、今日はもう寝ようか？」

　潤はニコリと微笑みかけると、千香の髪にそっと手を触れ、それからくるりと背を向けて眠る体勢になった。

　千香を最大限、気遣ってくれているのだろう。

（えっ、ちょ、ちょっと待って！　このまま、今夜は何もないの……？）

　ホテルに二人で宿泊するからには、大人の関係になるものだと想像していたのだ。

（このまま眠るなんて、嫌……！）

　千香は意を決して、潤に背後から抱きついた。

　普段なら決して自分から男性に迫ったりはしない千香だが、この機会を逃すわけにはいかない。なにせ、今夜はロマンティックな恋人たちの夜にもっともふさわしい、最上階のスイートルームに宿泊しているのだ。

　酔いに任せれば、案外なんでもできるものである。

「九階堂先輩！」

　ありったけの勇気を振り絞って、千香は、ぎゅううっ、と潤を抱き締める。

「えっ、夏目さん……？」

「す、好きです！　大好きです……！」

　振り向いた潤は少し、いやかなり、戸惑っているようだった。

「夏目さん、どうしたの？　めちゃくちゃ酔っていない？」

　千香の肩に手を置き、心配そうに潤は言った。

「酔ってないです！　まっったく、なんにも、酔ってません」

「その言葉が真実なら、強く否定しなくてもいいはずだけど……」

　潤は手の甲を千香の額に当てた。熱がないか、確認してくれているようである。

（たしかに私は酔っている。明らかに、度を超して飲み過ぎた。だけど今夜は、この酔いの力を借りたい……）

　千香にとって、今夜は千載一遇のチャンスだった。だから体当たりで、潤に向かっていこうと決めたのである。

「お願い、先輩。その……だ、抱いてください。このまま寝るのは寂しいので……」

　千香は潤を上目遣いで見ながら、すがりついた。

　今夜、勇気を出さなければ、千香は一生後悔すると思ったのだ。

「やっ、夏目さん。さすがに飲み過ぎだし、抱けないよ」

「それなら、どうしてホテルの部屋を取ってくれたんですか？　タクシーに押し込んでくれてもよかったのに」

　ホテルから千香の自宅までは、タクシーで帰宅できる距離である。

「いや、だからそれは……酔っ払っていたから危ないと思って。まぁ、あとは……またとない機会だし、週末の朝くらい、夏目さんとのんびり迎えたいなと思ってさ」

「私と？」

　たしかめるように訊ねると、潤は観念したようだ。

「……ああ、そうだ。正直に白状する。夏目さんと、朝を迎えたかった」

「それなら、お願い！」

「わっ、夏目さん？」

　潤の胸に、千香は顔を埋めた。

　奥手な千香が考え得る、精一杯の潤へのアピールだった。

　案の定、潤の鼓動の高鳴りが、ガウン越しに伝わってくる。

　男らしい、汗の匂いも。

　その全てが、今の千香には愛しかった。

「夏目さん……いいの？　本当に、いいんだよね？」

「はい、お願いします」

　コホン、と一つ咳払いをすると、潤は一旦身体を離して、改めて千香に向き直った。

　それからそっと覆いかぶさり、唇に唇を重ねる。

（キ、キスしてる……！）

　すぐそばに感じる吐息に、千香は目眩を覚える。

　潤は千香の頭を抱き、指先で髪を優しく梳くような仕草をした。

「んんっ……」

　すぐに歯列を割って潤の舌が侵入してきた。

（身体が、蕩けそう）

　まだ唇を合わせただけだというのに、千香は身体が芯から疼き出すのを感じていた。

（大丈夫。九階堂先輩となら、私……）

　潤は千香のお椀型の胸を、そっと掌で包んだ。

「あっ」

　まだほんの少し触れただけだというのに、甘い吐息が漏れる。

「ここ、どう？」

　ゆっくり、柔らかくこねるように揉みしだかれると、くすぐったいような感覚が全身を駆け抜けていく。

「く、くすぐったい」

「じゃあ、ここは？」

　反応を確かめるように、潤は千香の胸の頂を、指でそっと擦った。

「ひぁ、だ、だめ……」

　掠れた声で、千香は喘いだ。

　敏感な部分を大好きな人の指先で弄ばれるなど、以前の千香なら想像できなかった事態である。

「誰にも見せない、君の姿を見せて」

　甘い声で囁きながら、潤は千香の乳首を、ピン、と指で弾く。

「そんなっ……や、っ」

　敏感な部分を責められて、千香としてはたまらなかった。

　リズミカルな愛撫を繰り返され、千香は刺激を与えられるたびに高い声を上げた。

　それが潤の嗜虐心を煽ったのか、愛撫はますます激しくなっていく。

「嫌なのか？　……もう、ここで止めておこうか？」

　からかうように、潤は言った。

「や、っ……止めないで」

「もっとして欲しいってこと？」

「うんっ……ぁあっ」

　恥ずかしそうに、しかし素直に応える千香を見て、潤は微笑んだ。

　そして、乳首を弄る指の動きを、さらに早める。

「ああっ！　やっぱりいやっ……だめぇ！」

　両方の乳首を摘まみ上げられ、千香は艶やかな声を上げる。

　その反応を楽しむように、潤はさらに刺激を強くした。

「んふぅっ……だめなのぉ……」

　身体の奥から湧き上がる快感に、千香は思わず身をよじった。

「そう？　本当は、気持ちいいでしょ？」

「ん……きもちぃ……けどぉ」

　快感に耐えながら、途切れがちに答える千香だったが、その顔には戸惑いの色が浮かんでいた。

「可愛いね。こっちは、どうかな？」

　潤は千香の下腹部へと手を伸ばした。ショーツの上から、秘裂をそっと撫でられる。

「濡れてる……直接、触ってもいい？」

「は、はい……」

　返事をするやいなや、潤の手が千香のショーツの中へ侵入してきた。

　花びらをくちゅくちゅと弄られ、その度に淫らな水音が響く。

「すごい音だね。ほらこんなに」

　わざと羞恥を煽るようなことを言いながら、潤は指先を花びらの奥に沈めた。

　指先に絡みつく蜜の感触を確かめつつ、指をゆっくりと出し入れする。

「やっ、言わないでぇ」

　恥ずかしさのあまり、千香は両手で顔を覆った。

　それでも、身体は快楽を求め、千香は無意識のうちに、潤の手に下肢を押しつける。

「どんどん溢れてくるね。こうやって弄られると、そんなに気持ちいいんだ？」

　言葉責めをしながら、潤は千香の花芯に触れた。

　その瞬間、電流のような鋭い感覚が背筋を走る。

「ひぁっ!?」

　思わず腰が浮き上がるほどの強い衝撃だった。

　潤はそのまま、花芯への愛撫を続ける。

「ふぁあ……んっ……そこぉ、だめぇ……！」

　敏感な突起を弄られるたび、強烈な刺激が身体中を駆け巡った。

「ここが夏目さんの、一番感じるところ？」

　逃れようと身体を揺らすが、潤の逞しい腕がそれを許さない。

（なにこれ……こんなの知らない……！）

　生まれて初めて経験する感覚に、千香は戸惑っていた。

　今までに感じたことのない感覚。自分が自分でなくなってしまうような不安感。

　それにもかかわらず、千香の身体は確実に反応を示していた。

「ねぇ、教えて。ここは、どう？」

　潤は親指で、肉芽を軽く押し潰した。

「あっ……そ、それは……そこ、や、やぁっ……」

　快感に翻弄されて、千香は上手く言葉を紡げない。

　潤は人差し指を秘裂の奥へそっと差し込み、親指との間で挟み込むように刺激する。

　くちゅくちゅという卑猥な音が、部屋中に響いた。

（こんなになっちゃって、恥ずかしい）

　いつの間にか太股に愛液が垂れていることに気づき、閉じようとする。

「夏目さん？　俺の手をしっかり脚で挟んで……もしかして、もっと強い刺激が欲しいの？」

　潤は千香の気持ちをお見通しのようだった。

「っ……！」

　図星を突かれて言葉に詰まる。千香の中で、焦燥感が高まっていく。

（九階堂先輩と、一つになりたい）

　口にしたら軽蔑されるだろうか。

　それでも千香は、もう我慢の限界だった。

　とろんとした眼で見つめると、潤にも思いが伝わったようだ。

「挿いれてもいい？」

　そっと千香の手を包みながら、気持ちをたしかめる。

「は、はい……もちろん」

　潤は鞄からコンドームを取り出すと、袋を破り自身の器官に装着した。

　こういう場面が初めてで、千香はそれだけで頬を赤らめさせる。

　潤の肉茎はすでに赤く固くなり、天井を向いてそそり立っていた。

（大丈夫かな……）

　千香には少し懸念があった。

　ずっと向き合えずにいたことだ。

　けれどきっと、潤と自分ならなんとか乗り越えられるだろう。

　そう楽観視したが──。

「力を抜いて。ゆっくり挿れるね……。あれ、キツい……え？」

　先端を秘裂に少しめり込ませたところで、潤の動きが止まる。

　潤は驚きのあまり、目を見開いた。

　一旦千香から身体を離し、姿勢を正して向き直る。

　千香は頬を赤くして、縮こまった。

「わ、私……初めて、なのっ」

　おそるおそる、千香は潤に告白する。

「……え？　そうだったの？」

　潤は茫然とした表情で千香を見つめる。

　まさか自分が初めての相手だとは、想像していなかったらしい。

「……ごめんなさい」

　男性経験がないことを、潤には打ち明けていなかった。

　交際した男性は何人かいたが、ともに夜を過ごすまでの関係には踏み切れなかったのだ。

　三十手前で、交際経験があっても処女であることは、どうしても潤には言えなかったのである。

「いや、ごめん。もっとちゃんと確認すればよかったね。……夏目さん、今夜はすごく積極的だったから」

「それは、その……ごめんなさい。無謀でした」

　もともと赤い頬をさらに真っ赤に染めて、千香は答えた。

　潤への愛情をお酒の勢いで暴走させたものの、そう上手くはいかなかった。

「……だよね」

　千香の言葉に、潤も合点がいったようである。

「期待させて、ごめんなさい」

　消え入るような声で、千香は謝った。

「いいよ。君が欲しいって言ったときに、しようね」

「あ、ありがとうございます……」

　優しさが嬉しくて、千香は潤に抱きつく。

　そんな千香の頭を優しく支え、潤は唇に軽いキスの雨を降らせた。

　挿入が叶わなかったことの恥ずかしさも抱えつつ、千香は幸せだった。

　潤に応えるように、自ら唇を密着させ、口づけを続ける。

　次第に、潤の息も荒くなってきた。

　二人のくぐもった吐息が、室内の体感温度を上昇させる。

「夏目さん……ごめん、駄目だ。俺が我慢できない。ここで、気持ち良くなろう」

　潤は自らの陰茎を千香の秘所に宛がう。

　先ほどまでの愛撫により、秘裂は千香自身の蜜でしとどに濡れている。

　ぴたり、と、コンドーム越しに粘膜同士が密着して、なんともおかしな感触が千香を包んだ。

「先輩？　……あっ、っ、んんっ」

　潤はゆっくりと、肉竿で秘裂を擦るような動作を始める。

「夏目さん？　どう……？」

　コンドームを付けた彼自身が、千香の敏感な秘所をゆっくりと往復していく。

「あ、こ、これっ……ぁあっ！」

　花芯をグリグリと刺激されると、千香はたまらず喘ぎを漏らした。

（やだっ、これ、気持ちいい）

　甘い反応に満足したのか、潤はその動きを続けながら、千香の首筋にキスをした。

　口づけをしながら、舌でツーッとなぞるように、今度はその下へと降りていく。

「ここは？」

「ひぁあっ!?」

　潤の唇が辿り着いたのは、千香の脇の下であった。

「感じる？」

「く、くすぐったいです！　っ、あ、あああっ、そこ、汚いですっ、だめぇっ」

　潤は舌を伸ばし、チロチロと腋を舐め始めたのだ。

　一応、きれいにお手入れしてはいるものの、そんな部分を愛撫されるだなんて想像していなかった。

（ちょ、九階堂先輩……なんで、そこ？）

　くすぐったさと快感が入り混じって、千香は悶えるしかない。

「夏目さんのここ、美味しいよ？」

　潤は右手で千香の左手をギュッと押さえ込み、くすぐったい部分をねっとりと刺激し続ける。

「先輩……そこばっかり、意地悪しないでください……っ、あ」

　胸、秘所、そして脇──次々と与えられる快感に、千香はどうにかなってしまいそうだ。

「そこばっかり？　ごめん、こっちがお留守になっていたね」

「あああんっ、そ、そういう意味じゃあ……」

　潤は空いている左手で自らの肉茎を握り直し、改めて花芯をグニグニと擦る。

　一番感じるところに触れられると、千香は思わず腰を浮かせ、潤を求めてしまう。

　それに応えるように、潤も腰を動かしていく。

「ヤバい、夏目さん、俺……もうイきそう……」

　目を細めて、潤は溜め息を吐いた。

　とても艶っぽい表情をしている。

　潤の切羽詰まった状況が伝わってきて、千香もドキドキしてしまう。

「せ、先輩……イくって……？　あ、っ、ひぁっ……！」

　先ほどより速く、規則的に、潤の肉茎は千香の秘裂を往復する。

　その動きに合わせ、千香の興奮も高まっていく。

（挿れてないのに、こんなに気持ちいいなんて）

　潤の分身が擦れるたびに、ヌチュヌチュという卑猥な水音が辺りに響く。

　二人の荒い息づかいが、淫靡さをより加速させていく。

　そして、ついにそのときが訪れる。

「イくよ、夏目さん……くっ……！」

「あ、わ、私も……っ、ああっ、ふぁ、んっ、あああーっ……！」

　ビクン、と大きく身震いをして、千香と潤は同時に達したのだった。

（なにこれ……！　これが、イクってことなのかな）

　ただ快感だけに支配され、ぼんやりとそんなことを思う。

　取り外したコンドームには白濁が溜まっていた。

　それを見て、千香は潤と身体を合わせたことを強く心に刻み込んだのである。




　絶頂を迎えてからしばらくの間、二人はベッドに寄り添い休んでいた。

「慣れるまで、性感帯を開発していこうか？」

　千香の髪を梳きながら、潤は優しく耳元で囁く。

「性感帯……開発……？」

「俺が夏目さんの全身に触れたりキスをしたりして、確認する。後はその部分をじっくり愛撫して、感じるようにしてあげるよ」

「えっ、それ、恥ずかしい」

　思いもよらぬ提案に、千香は頬を赤らめた。

「でも、これからセックスする上で大切なことだから。気持ち良くないと、辛いだけだし。俺も、夏目さんに気持ちよくなってもらいたいんだ」

　たしかに潤の言う通りだ。思えば千香は、恋愛に関しては相手探しすら消極的だった。彼が教えてくれるというのなら、それに従わない理由はないだろう。

「……分かりました、お願いします」

「デートのたびに、少しずつ確認していこうね。たとえば、こうやって」

　言いながら、潤は千香の胸をやわやわと揉みしだいた。

　それと同時に、胸の頂を、ちょん、と人差し指で突く。

「あっ、んんんっ」

　声を上げると、その部分をクリクリと捏ねるように刺激された。

　潤の指摘通り、乳首は千香の性感帯である。

「そう、ここが今夜見つけた夏目さんの性感帯。感じる場所をじっくり開発して、もっとセックスを楽しめるようになろうね」

「えっ、あ。はい。でも、やっぱり恥ずかしいかも」

「俺と夏目さんの二人きりなんだから、恥ずかしがることはないよ。……それに、恥ずかしがる姿も可愛い。一緒に気持ち良くなろう」

「はい」

　不安なことでも、潤に理由を説明されると納得してしまう。

　この夜を境に、二人の距離はぐっと縮まったのであった。
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「えっ？　田中さん、お辞めになるのですか……」

　放課後の職員室、窓際にある打ち合わせスペースで、千香は吹奏楽部の外部指導員・田中さんと向き合っている。

「ごめんなさいね。同居する母親が九十代で、介護度が上がってしまってね。今は施設もいっぱいだから、ヘルパーさんの手助けでなんとかやってきたんだけど……。ほら、介護って重労働でしょう？　今度は私が腰を痛めてしまって。前に夏目さんとスーパーの前で会ったときも、整体院帰りだったのよ」

　申し訳なさそうに、田中さんは事情を話した。

　そういえば不思議に思った記憶がある。スーパーなら田中さんの自宅近くにもあるのに、なぜ千香の近所の店を利用するのかと。

　しかしあの店の隣は評判の良い整体院である。千香の祖父も一時期通院していた。

（田中さんが整体院に通っていたというなら、納得だわ）

　彼女は定年退職後は月に数回の非常勤職員として、吹奏楽部の指導を担ってきた。年齢は七十近い。個人や家庭の事情で辞めるのも、無理はないだろう。

　ただ、心配なこともある。田中さんの代わりは、どう見つければ良いのだろう。

　彼女の指導を受けた生徒は、コツを掴んで技術的に飛躍することが多かった。部活の運営はかなり多くの面で彼女に頼っていたのだ。その田中さんが指導員を降りると言い出したわけである。

（これってもしかして……私の教員人生で、最大のピンチ!?）

　努力で解決できる問題なら、千香はたいていなんとかしてきた。一人で頑張ったり、周囲の助けを借りたりして。

　だが、指導員の代わりを探すというのは決まった解決法があるものではない。

　その翌日に部活内でも田中さんから直々に辞意の表明があり、肩を落とす生徒が多かった。彼女の存在はそれだけ大きく、長年部内の調整弁としての役割を果たしていたのだ。

　思い返してみると、部活動で大切なイベント──例えば春の壮行会や夏のコンクール、秋の文化祭などが近づくと、部内は自然とピリピリとしたムードになる。

　日々、勉強と両立させて活動する生徒たちは、些細なことでも一触即発、険悪な関係になることもあるのだ。

　そんなときに場を収めてくれるのが、田中さんだった。演奏指導だけでなく、豊富な経験をもとに生徒たちを優しく励ましてくれる彼女は、いわば吹奏楽部のムードメーカー。なくてはならない存在だったのだ。

　千香は頭を抱える。

　吹奏楽部の顧問である鏑木先生は忙しくて手が空いておらず、また吹奏楽部の事務は千香が担当しているため、この一件は千香に任された。

（代わりの指導者なんて、見つかるの？　みんな田中さんにたくさん頼ってきたからなぁ……代わりなんてどこにもいないよ）

　そう思いながらも、まず千香は他の教員、また学校活動を支援する人材バンクを当たってみた。

　また、個人的にも、有紗を始めとする吹奏楽部の同級生に、心当たりがないかどうかを尋ねる。

（でも……そうか）

　その過程で千香は気づいた。

（田中さんに頼りすぎていた私たちが問題だったのかも。それに鏑木先生や私だって急病で休まないといけなくなるかもしれない。……代わりに指導ができる人を探すことは、やっぱり普段から意識しないと駄目ね）

　教員になって二年目。これまでは目の前の仕事をこなすのに精一杯だった。けれど今後は、自分から目配りして上手く仕事を回せるようにしないといけない。

（よし、頑張ろう）

　そんなわけで、千香はメッセージアプリやメールを駆使した。

　それで見つかるかは未知数であるが──とにかく動かないことには、始まらない。
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　仕事では問題を抱えている千香だが、潤との関係は良好だった。

　お見合いの日からデートを重ね、二人の関係は徐々に恋人らしくなっていく。

（九階堂先輩の自宅……ここなんだ）

　初めての夜を過ごしてから、二人の親密さはさらに深まっていった。あの日以降、千香はさらに二度、潤とホテルでいちゃいちゃし、楽しいときを過ごしたのだ。

　潤にゆっくりねっとり愛撫される〝性感帯の開発〟はたまらなく恥ずかしいが、同時に幸せな時間でもあった。

　今のところ処女を守っている千香であったが、気持ちはますます潤に惹かれている。

「夏目さんが来てくれるなんて、嬉しい。頑張って部屋をきれいにしたんだよ」

　潤は千香を、次の週末には自宅マンションへと迎え入れたのである。

「こちらこそ……お邪魔しますね。って、九階堂先輩！　部屋……きれいじゃないですか！　掃除が苦手だと、あんなに言っていたのに……！」

　駅前の十五階建てマンションの最上階。ベランダからは、新幹線が見えるのだという。

　三年ほど前に建築されたマンションで、潤の住む２ＬＤＫの部屋には、白を基調としたシンプルな内装と家具で整えられていた。全体的に物が少なく、室内は洗練されている。

「そう？　頑張ったんだよ」

「先輩ったら～。これはあれですね、全然勉強していないって言いながら、試験で満点を取る的な……」

　デートの回数を重ね、軽い冗談を言い合える仲に進展していた。

「あはは、そんなことないって！　そうそう、夏目さんがくるまでにさ、鍋はもう洗っておいたから、料理始めよっか」

「はい。めちゃくちゃ楽しみですよ、私」

　潤と千香は自宅近くのスーパーで、あごだし鍋の材料を買ってきていた。潤の家にある土鍋を使い、これから二人で鍋をつつく予定である。

（彼の自宅で鍋をするだなんて、恋人同士って感じ！）

　千香が広々としたキッチンで白菜や人参などの野菜を洗い、まな板の上で切っていく。そして潤は、隣でそれらを鍋に入れる。

「見事な連携プレーだね、俺たち」

「もうっ、先輩ったら！」

　千香は早くも潤との新婚生活を夢想していた。

（こうやって、二人で楽しく料理をするのかなあ）

　結婚後も仕事はずっと続けたいと、千香は思っている。潤は経営者として日々を忙しく過ごしているから、二人の生活はきっと慌ただしいだろう。

「結婚しても、こんな風に料理をしたいね」

「えっ？　は、はい……実は今、私も同じことを考えていて。そうなったら、嬉しいです」

　潤の言葉は、いちいち千香の心を打ち抜いてくる。

　デートを重ねるたびに、千香は潤にどんどん惹かれていくのだ。

（お見合いから始まった関係だけれど……私、先輩に本気で恋しているんだ）

　顔を赤らめながら、千香は潤との作業を進め、十五分ほどであごだし鍋が完成した。

　ダイニングテーブルに向かい合って座ると、いよいよ夕食だ。

「いただきます……あ、美味しい」

「夏目さんのネギの切り方が良かったんじゃない？」

「いやいや、先輩の水切りが上手かったんですよ」

　潤の褒め言葉に、千香はすかさず切り返した。

（そりゃ、切り方によっては熱の通りが違ったりはするけれど、美味しさには関係ないでしょ）

　潤は千香の行動をなんでも褒めようとする。やや無理があるな、と感じることもあるが、それもまた千香には嬉しかった。

　あごだし鍋は実際のところ絶妙な美味しさで、二人はすぐに平らげてしまった。

　食後は潤が、珈琲をドリップしてくれた。リビングルームのソファに二人で背を預け、ローテーブルにカップを置く。

　一緒に食べるのは、千香が近所の洋菓子店で買ってきたグレープフルーツゼリー。メインの食事が鍋物だったので、あっさり軽く食べられるものを選んだのだ。

　珈琲は最高に美味しかった。すっきりとした飲み口の豆で、日頃ブラックで珈琲を飲む機会のない千香でも、飲みやすいのだ。

「良かった。ゆっくり珈琲を淹れるのが、毎日のちょっとした楽しみなんだ。今度、一緒に豆も買いに行かない？　駅前商店街に、通っている店があるから」

「もしかして、赤い煉瓦造りの珈琲屋さんですか？　聞いたことがあります」

　地元で有名な店である。珈琲好きが高じて店を開いた店主が、客の好みに応じて豆を提案してくれるのだと言う。

「そうそう、良かった。いつか……夏目さんと行きたいな」

「私も、九階堂先輩と行きたいですっ！」

　千香はにこやかに微笑んだ。

「そうだ、……あのさ」

　先ほどまで笑っていた潤の表情が、曇った。

（なに？）

　潤の深刻な表情に、千香は不安になってきた。だが、潤は千香を見つめるばかりだ。

　二人はそのまま、無言になる。

「ねぇ、夏目さん。俺のこと〝潤〟って呼んでくれない？」

　唐突に、潤は真剣な表情で千香に向き直った。

「え？」

「もし俺のことを気に入って、これからのことも考えてくれるなら、俺のことは下の名前で呼んで欲しい。あと、できれば敬語も使わないで欲しいかな」

　潤と千香の視線が、真正面からぶつかる。

（九階堂先輩のことを……下の名前で？）

　途端に、千香の顔が赤くなる。

　もちろん、いずれ結婚するとなったらお互いを名前で呼び合うのだろうとは思っていたが、その日がこんなに早く訪れるとは想定していなかったのだ。

「い、いいんですか？　では、その、じ……潤！」

「ありがとう」

　潤は千香の目を見つめて、笑顔になる。それを見た千香の胸が、ぎゅっと詰まる感じがした。

「あ、あの……私も〝千香〟って呼んでください」

　しどろもどろで、千香は答えた。

「本当にいいの？　千香、今日はありがとう」

「私も、えっと……潤、ありがとう」

　二人はしばし無言で見つめ合った。

　──まるで、時間が止まったように感じる。

「キスしてもいい？」

「それは、……少し関係が深まったから、ってことですか？」

「うん……まさに」

　潤は頬を赤らめた。

（なんだか可愛いな）

　そのあどけなさに、千香はほっとした。

「も、もちろん……潤、んっ」

　唇と唇が、そっと重なる。

（九階堂先輩……じゃなくて、潤の唇、すごく温かい）

　千香の心臓が、トクントクンと早鐘を打つ。

「んっ」

　潤の舌が、千香の口腔に侵入してきた。

（熱い……！）

　ぐるりと上顎の方を舐め回され、今にも蕩けそうになる。

　潤は千香の身体をそっと抱き抱え、ソファに背を預けた。そして千香の着るカットソーに手を伸ばす。

　シワになりにくい化繊でできた、水色のカットソーは、千香が仕事にもよく着ていくものだ。

　ゆっくりと裾を捲られ、手を差し入れられる。

「んっ」

「やだ？」

「……いいえ。お願いします……」

　千香は俯いて、潤の言葉に承諾した。

　気持ちを汲み取ったのか、潤はそのまま手を進める。

　ブラジャーのホックを外されカップを上にずらされると、両方の手で、胸を包まれた。

「あ」

　たまらず、甘い声が漏れる。

「ここ、弱いんだもんね」

　クスクスと口の中で笑いながら、潤はその部分を揉みしだく。

「先輩、そこばっかりするから……」

「先輩、じゃなくて、名前で呼んでくれよ」

　潤は千香の胸の頂を、キュッと摘み上げた。

「ひゃあんっ、ご、ごめんなさいっ、潤」

「千香に名前で呼ばれると、興奮する……！」

　潤は言いながら、今度は千香のスカートを捲った。

　こちらも化繊の、濃紺のふわりと揺れるスカートである。

　あっという間に、ショーツが露わになる。

（恥ずかしい……）

　潤に下着を見られるのは、まだまだ慣れなかった。

「あれ、今日の下着、いつもよりちょっとエッチだね」

「ちょ、……それは、その……デートだから、気合いを入れてきました」

　たしかに今日の下着は、清楚な白色でありながらレースがふんだんに使われた、美しいデザインだった。駅ビルに入っているランジェリー専門店で買ったものだ。

　これまでのデートで潤の好みはだいたい把握した。彼は可愛らしくて繊細なデザインが好きなのだ。

　だからきっと潤は気にいるだろうという、下心もあった。

「俺のために？　ありがとう。千香、最高に可愛い……！」

　満面の笑みを浮かべると、潤は千香のタイツを脱がし、太股に、そっと口づけた。

「きゃ」

　肌の薄いその部分に唇が触れると、それだけで千香はゾクゾクとした快感を覚える。

「くすぐったい？」

「う、うん」

「じゃあ、他のところにキスするね」

　潤は太股から膝の方向へ、脚のラインに沿って舌を這わせていく。

　柔らかい肌をぬめる舌先でなぞられて、くすぐったさと同時に甘い痺れを感じる。

「……んんっ！」

　そのまま唇を滑らせ、チュ、チュ、とついばむようなキスをされる。千香は思わず脚を閉じようとしたが、間に潤の身体があるので叶わない。

　いつの間にか、自分の中心が濡れているのが分かる。

（私ったら、なんてこと！）

　自分自身の感覚に気づいて、たまらない気持ちになる。

「そ、そこもくすぐったい……！」

「じゃあ、ここは？」

　ふくらはぎを甘噛みしながら、潤は千香に上目遣いの視線を投げる。

「そこも駄目……それに、太くて恥ずかしいです」

　千香はふくらはぎが太いのを気にしていた。

　コンプレックスのある箇所に口づけをされるのは、なんだか気恥ずかしいのだ。

「そう？　このくらいの方が可愛いよ」

　言いながら、潤は足首、足の甲へと舌を這わせた。

「ッ……！」

　思ってもみなかった部分に温かい舌で触れられて、千香は息を呑んだ。

　思わず声が漏れそうになるのを、必死で堪える。

　そんな千香の反応を楽しむかのように、潤は舌でさらにその先へと進む。

「ここも、可愛い」

　潤は千香の右足の親指を、口の中に含んだ。

「ひぁっ！」

　クチュ、という唾液の音が、静かな室内に響く。

「ひぁっ、く、くすぐったいですぅ」

　思わず情けない声が出てしまう。

「千香のくすぐったいは、気持ちいいって意味だろ？」

　潤は親指と人差し指の間に舌を這わせた。

　その次は人差し指と中指の間。

「やぁ……んっ、あ、っ、んっ」

　順番に足の指の間を舌で愛撫されると、それだけで身体の芯まで熱くなる。

　そんな部分が性感帯になるなど、千香はこれまで想像したこともなかった。

「どう？　本番しなくても、これだけいろいろできるってこと、分かってくれた？」

「た、たしかに、そうだけれど……」

　潤は、千香が挿入の経験がないから、こうして配慮してくれているわけである。

（嬉しいけれど、ちょっと恥ずかしいし、それに……）

　千香は全身が火照って仕方がないのだった。

　早くこの熱を逃がしてやりたい。

　でも……。

「何か、希望はある？」

　見透かしたように、潤が訊ねた。

（言えるわけ、ないわ）

　脚の付け根をギュッとくっつけて、千香は唇を引き結んだ。

　下腹部に熱が集まっている。きっとその奥──秘裂は、すでに蜜を滴らせているはずだ。

「千香、分かりやすいよね。……ここ？」

「ひゃっ、潤！」

　脚を開かせるように、潤は手を差し込む。

　驚いた千香は身を引こうとするが、潤にやんわりと制止された。

「ここ、見せて」

　千香の上半身をゆっくりと押し倒し、潤は自らの身体を下げた。

　千香の脚を左右に開き、膝立ちの体勢にする。

　ちょうど千香が広げた脚の間に、潤は顔をスルリと滑り込ませた。

「んっ……！」

　下着越しとはいえ、潤に股間を凝視されているのだ。

　千香は羞恥に身悶える。

「ここ、染みができているよ」

　股布のあたりをツーッと指先で撫でながら、潤は意地悪な指摘をした。

「えっ、も、もう……？」

　実はすでに濡れていることは、気づいていたが、潤に悟られたくなかったのだ。

（この程度で濡らすなんて……恥ずかしい）

　千香の心は全てお見通しのようで、潤は指先でそっと花芯に触れる。

「うっ……くぅっ……！」

　声が漏れるのが恥ずかしくて、千香は口を両手で押さえた。

　千香の陰部からは蜜が溢れ出し、下着を濡らしていた。

　一方の潤は、自身の指にたっぷりと唾液を絡ませ、ショーツの上から割れ目をなぞるようにして指先を滑らせる。

（ああん、もう……そこばっかぁ……）

　焦らすような仕草に耐え切れず、千香は腰を浮かせてしまう。

　早く敏感な部分に触って欲しいという気持ちがありつつも、自らおねだりするのは憚られた。

「……どうしたのかな？　腰が浮いてるよ」

「あのっ……それは、その……」

　視線をさまよわせ、言い淀んでいると、潤は意地悪な言葉をかける。

「俺は別に、ここでやめてもいいんだよ」

「なっ……！」

「千香はどうして欲しいの？　それとも、ここでやめる？」

　こんな状態で放置されるだなんて耐えられない。

　千香は恥ずかしさを押し殺して懇願した。

「……さ、さわってください……」

　消え入りそうな声で告げると、潤は小さく笑ったようだ。

　ショーツの隙間から、潤の骨張った指が侵入してきた。

　そして、待ちわびた刺激が与えられる。

「ひゃあっ！　あぅ……んんッ！」

　潤の指が触れた瞬間、電流のような快感が走った。

（こ、これぇ……！）

　初めて味わう感覚に、意識が飛びそうになる。

「ここ、好きでしょ？」

　潤は指を上下に動かして、何度も擦り上げる。

　そのたびに千香の身体はビクビクと震えた。

「やっ、あんっ、だめぇ……」

　強すぎる快感に恐怖を覚えながらも、もっと続けて欲しいという欲求もある。

「あふっ……くぅっ……ん」

　指はそのまま蜜口を撫でるように刺激してきて、じれったいような心地良さが走る。

（先輩の指が……きちゃう……）

　未知の感覚に、千香はすぐに達してしまいそうだ。

（ダメよ……この程度でイッちゃうなんて……！）

　歯を食いしばるようにして耐えていると、ようやく潤は手を離してくれた。

　安堵する反面、物足りなさを感じて残念になってしまう自分がいる。

「性感帯が開発されてきた証拠だよ。……ねえ、千香。膝立ちになって」

「え？」

「今日は後ろから、千香を気持ち良くしてあげる」

　言いながら、潤は鞄からコンドームを取り出した。袋を破り、手早く装着する。

　すでに破裂しそうなまでに屹立したそれは、千香をたまらなく淫らな気持ちにさせた。

　潤は千香を背後から優しく抱き締めた。

「ひゃっ！」

　鍛えられた男の肉体が密着し、千香の心臓は高鳴っていく。

「ほら、いい景色だろ。……俺たちのこと、外から見えるかもよ？」

　潤は窓の方へ視線を投げた。千香も同じ方向を見る。

　リビングルームの窓に、ソファの上で絡み合う二人の姿がしっかり映っている。

　ここは十五階建てマンションの高層階。その先にこれ以上高い建物は存在しない。見られるなんてことが起こるわけがない。

　けれど──。

（もし、見られたら？）

　千香の内側にある羞恥心は、今にも爆発しそうである。

「いくね」

　潤は自らの陰茎を後ろから千香の股の間に挟み、前後に動かし始めた。いわゆる素股プレイである。

「やっ、恥ずかしい」

　乳首を弄られながら男性器で秘所を擦られている姿など、自分自身が想像しただけでも耐えられない恥辱である。

「じゃあ、このあたりで止める？」

　クックッと小さく笑って、潤は囁いた。

「いやっ、止めないで、お願い……」

「じゃあ、もっともっと、恥ずかしいことしたいの？」

　こういうとき、潤はとことん意地悪だ。

　きちんと返事をしなければ、千香が解放されないのは明らかである。

「……う、うん」

「じゃあ、もっといっぱい、君の好きな〝恥ずかしいこと〟をしてあげるね」

　そう言うと、潤は千香の腰を両手で押さえ、ゆっくりと自らの肉茎を前後に動かし始めた。

「あ、んっ、ああああっ」

　潤が深く腰を密着させると、彼自身の先端が千香の股の間から見えてくる。

　コンドームを装着しているとはいえ、その赤黒く天を向いてそそり立つ様は、なんともグロテスクだ。

　そうして今度は腰を引くと、潤の肉茎が千香の秘裂を刺激しつつ戻っていく。

「ひぁ!?　はぁ、っ、ぁんっ」

　甘い痺れが秘裂に走り、千香は声を上げた。

　そして十分に引き抜かれたところで、ふたたび腰を打ちつけられ、千香の股の間から潤の男性自身が姿を現す。

（恥ずかしいのに……感じちゃう）

　そのまま前後運動を繰り返していると、互いの敏感な部分がこすれ合って、得も言われぬ快感が生まれた。

「いいか？　千香」

「うん、気持ち、いぃ……」

　快感に身を任せ、ひたすら快楽を求める行為に夢中になっているうちに、いつの間にか二人の間に会話は無くなっていた。

　まるで獣のように貪り合っている姿は、傍から見れば、ひどく淫らだろう。

　しかし今の二人には、お互いしか見えていなかった。

（私、こんなに潤と密着して……すごく、幸せ）

　激しい動きの中で千香は思った。

　愛する人と快感を分かち合う悦びを知った今、自分はどんなに辛いことがあっても耐えられるような気がした。

「はぁんっ！　あ、っ、んんっ、ふぁあんッ──！」

　ひときわ大きな声とともに、千香の背中が大きく仰け反る。

　──潤も、絶頂を迎えたらしい。

　白濁液が勢いよく飛び出し、コンドームの中に溜まる。

　太股をつたって落ちた千香の愛液が、ソファの上に染みを作った。

「すっごく可愛かったよ、千香」

　コンドームに精液が溜まっているのが生々しくて、千香は思わず赤面する。

　潤は口の部分をクルリと回して縛ると、そのままゴミ箱へそっと捨てたのだった。







◆第四章 波乱








　十月十日は千香の誕生日だ。恋人がいなかったここ数年間は、何も起こらない普通の日であったが、今年は違った。潤が、素敵なディナーを予約してくれていたのだ。

　二人がお互いを下の名前で呼ぶことにも慣れてきた頃だった。

　ちょうど週の半ば、水曜日である。学校でも一応ノー残業デーとされている。それに合わせて千香は必要な仕事を数日前から計画的に片付け、約束の夜七時には待ち合わせ場所に到着していた。

　今夜の予約は個室のフレンチである。表通りから小道を入ったところにある古民家を改装した店だ。室内は木製のインテリアと間接照明で、温かみのある雰囲気であった。

　オーナーが南フランスの家庭料理をもとに考えたメニューはどれも絶品で、千香は心まで満たされる。

「潤と付き合えて良かった。楽しいし、食事も最高だもの！」

「この店とは仕事で付き合いがあるんだ。小麦粉を納品させてもらっている。オーナーがすごく料理に対して真剣で、だから味にも反映されているのだと思うよ。どれも美味しいよね」

　シチューを口に運びながら、潤は言った。

「なるほど、潤が仕事で知ったレストランなのね」

　潤は家業である九階堂商会の代表取締役である。顧客との信頼を築くには直接顔を合わせるのが大切だとの信条から、日頃は営業やサポートなどの業務で、自らも顧客を訪問しているようだ。レストランやホテル、菓子店等、仕事先は飲食に関係する業界のため、美味しい店にも詳しいというわけである。

「そうだよ。気に入ってくれて良かった。……これからも、いろんな店に行こうな」

「うんうん。潤とのデート、いつもすごく楽しみなんだ。決めてもらってばかりじゃ悪いから、今度は私のお気に入りのレストランへも行きたい」

「いいね。行こう。千香が好きな食べ物なら、俺もたいてい好きだと思う」

　千香と潤は食の好みが近かった。肉より魚介が好きなところ。魚介といっても寿司のような生物よりは、パエリアのようによく火を通して出汁が出ている料理が好きなところ。愛する恋人と同じ料理を美味しいと思えることが、千香にはとても嬉しかった。

「ねぇ、千香」

「ん？　なに？」

　急に潤はかしこまった態度になる。千香は不思議に思った。

「千香に、俺からのプレゼントを受け取って欲しいんだ」

　潤が合図をすると、ウエイターが花束を乗せたワゴンを押してきた。そしてテーブルの脇に寄せ、くるりと踵を返し、戻っていく。

（誕生日プレゼントかしら……？）

　潤の粋な計らいに、千香は感心してそちらを見つめる。見たところ、ブルー系統でまとめた花束のようだ。

「ねぇ、千香。俺の方を見て」

　名前を呼ばれて、潤に向き直る。彼は高級感のある赤いビロード貼りの小箱を持っていた。

「え？　潤……」

　テレビドラマで何度も見たことのあるシーンだ。その先が想像できて、千香の心臓はドクドクと早鐘を打ち始める。

「……お願いします、俺と正式に結婚してください！」

　言いながら、潤は小箱を開いた。中身は──強く輝く透明な石がセッティングされた指輪だった。

「……これ、夢じゃないよね？」

　驚きのあまり、千香は自分の頬をつねる。痛みが走ったことで、現実の出来事なのだと認識した。

「現実であって欲しいと、俺は思ってる」

　潤は千香の左手を取り、薬指にリングをそっと嵌めた。

　まるで千香の薬指のサイズを知っていたかのように、ぴったりだ。

「きれい……！」

　レストランの柔らかい橙色の光を受けて、リングは虹色に輝いた。

「千香が寝ている間に、こっそりサイズを測っておいた。……といっても、これはプロポーズリングといって、カジュアルなアクセサリーなんだ。本物の婚約指輪は、改めて二人で選びに行きたいなと思ってさ」

「潤……！」

　細やかな心遣いが伝わってきて、千香は思わず泣いてしまう。潤がこんなにも自分を思っていてくれるなど、想像していなかったのだ。

「千香、愛しているよ。この花束も受け取って。千香と俺が再会した夜に、千香が髪に飾っていた、青い薔薇だ。青い薔薇の花言葉は〝奇跡〟、そして薔薇六本の花言葉は〝愛しい人〟。……ちょっと、キザだったかな？」

　潤は照れたように笑って、頭をかいた。

　千香に手渡されたのは、六本の薄紫色の薔薇をわすれな草やかすみ草と一緒にまとめた、可愛らしい花束だった。

（なんて素敵なの！）

　リングに花束、プロポーズには定番のアイテムだが、どちらも潤が考え抜いてくれたのだろうと想像できて、千香は嬉しくなる。

「ありがとう……！　いつか、こんな日が来たらいいなと思っていたの。でも、こんなに早く夢が叶うなんて……」

　リングが輝く手で花束を抱えて、千香は嬉し泣きする。

「千香。それってつまり……」

「……私も、潤と結婚したい。先輩と後輩ではなくて、夫婦として一緒に生きていきたいの」

　千香は指先で涙を拭うと、顔を上げて潤へ笑いかけた。

　眼下に広がる夜景が、温かみのあるシャンデリアの光が、二人を深く祝福するように瞬いた。

　──千香は幸福の絶頂であった。





　＊






　それからの準備はトントン拍子に進んだ。お互いの両親への挨拶を済ませると、二人は結納の品として千香に婚約指輪を、そしてそのお返しに千香から潤へとビジネスシーンに使える機械式時計を贈った。

　二人で品物を選ぶひとときは、とても幸せなものだった。行く先々の店で店員から「おめでとうございます」と言われると、これから夫婦になるのだという自覚が芽生えてくる。

　両親にも手放しで祝福され、なるほど幸福とはこういう状態を表現した言葉なのかと千香は思う。

　婚約指輪を買うためにお店を回り、式場もいくつか見学した上で、遠方からの参加者に便利なホテルを予約した。ドレスを選び、料理やペーパーアイテムも決める。披露宴のＢＧＭは吹奏楽の名曲で揃えた。

　結婚式に関して、千香は毎日ワクワクが止まらない。




　──だが、全てのことがそう上手くいくわけでは、もちろんないのである。

　これまで吹奏楽部指導で大きな位置を占めていた田中さんが、いよいよ九月いっぱいで辞めてしまった。代わりはまだ見つかっていない。

　白樺ヶ丘は決して強豪ではないものの、和気藹々と活動していた。そのムードに一役買っていたのが田中さんである。

　授業準備の傍らで部活の副顧問を務める千香は、未だにどうしたものかと悩んでいた。

　秋は教員にとって慌ただしい季節だ。クラスも落ち着き授業内容が深まっていくため、準備や課題の採点等の事務が増える。それと並行して学校の文化祭、そして吹奏楽部が参加する市民音楽祭と、行事は目白押しである。

　さらに千香は、プライベートでは結婚式や新生活の準備に追われている。

　憧れを抱いていただけの頃は想像もしなかったが、結婚式に関しては想像よりも事務手続きや決断しなければならない内容が多く、だんだん精神的な疲れが蓄積していった。

（仕事でこれだけ余裕がないのに、結婚して平気かな……）

　潤との話し合いに集中できず、時にはきちんと話を把握しないまま、生返事をしてしまうこともあった。

　結婚したら、気楽な一人暮らしでなくなり、生活の負担も増えるかもしれない。

（私、ちゃんと、結婚生活を送れるのかな）

　千香は、親友である有紗に、メッセージアプリで本音を吐露した。

《有紗、私もう分かんなくなっちゃったよ。このまま結婚して、大丈夫なのかな。》

《うんうん、千香の気持ちはよく分かるよ。でもさぁそれってきっと、今の忙しさとか、結婚して環境が変わることに、不安を感じているだけだよ。もう少し、彼に歩み寄ってみたらどうかな？》

　有紗は弱気な千香を励ましつつ、前向きなアドバイスしてくれる。

《うーん……そうだよね。私が彼に、自分の気持ちをきちんと伝えていなかったかも。それじゃあ、上手くいくはずのことも上手くいかないよね。》

《そうだよ！　お互い腹を割って話し合ってみたら？》

《そうだね、ありがとう、有紗。》

《リラックスして乗り切ろう！　ところでさ、千香に頼まれてた吹奏楽部の指導員さん探しなんだけど、声をかけた方に断られちゃった。ごめんよ～！》

《結婚のこと、無理しない程度に頑張っていくね！　あ、指導員さんの件は了解です。気にしないでね、協力ありがとう。》

　有紗に相談して、千香は思いの外、気持ちが楽になった。彼女との付き合いは中学校時代からで、千香のことを一番よく分かっている。恋愛に関しても安心して相談できるのだ。

　しかも有紗は、レスポンスが良い。彼女はウェブデザイナーとして働いているが、職場はフレックスタイム制でリモートワークも可能なので、比較的時間の自由がきく。仕事と仕事のちょっとした隙間時間に返信をくれるから、千香はいつも安心するのだった。

（私ばかり有紗に甘えてしまうのは、良いこととは言えないけれど）

　付き合いの長い親友として、千香は有紗を大切に思っていた。本題である田中さんに代わる指導員探しは難航しているが──こればかりは、地道に進めていくしかない。
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「千香……やっぱり結婚、やめるか？」

「……え？」

　土曜日の午後のこと。

　潤の自宅マンションで結婚披露宴の資料を見ているときに、潤がとんでもないことを言い出した。

「今日も、少しうわの空だから。もしかして、結婚のことで悩んでいるんじゃないかって」

　ブランドロゴが胸に入った紺色のポロシャツというカジュアルな装いの潤は、今日も相変わらずかっこよかった。

　なのに表情は深刻そのもので、千香の胸はキュッと締めつけられる。

「悩んでなんかいないよ。少し、仕事で疲れているだけ」

　千香は強く否定した。

（結婚を止めたいなんてことは、断じてない！）

　憧れの先輩との結婚話だなんて、願ってもいないほどの僥倖である。

（でも私、結局は自分の不安を打ち明けられていないままだ）

　本当は、今日ここで結婚披露宴について話し合ったら、珈琲でも飲みつつ最近の悩みを相談するつもりなのだ。

「そうか……それならいいんだけど」

　おもむろに、潤は千香を抱き寄せた。

「あっ」

　唇に、唇が重なる。

（潤……もう？）

　今日は、披露宴の食事プランや招待状の形式を選ぶ予定である。次回の式場打ち合わせまでに詳細を決めなければならないからだ。

（だから、キスをしている場合じゃない！）

　雰囲気に流されてしまいそうな自分に、千香は活を入れる。

「潤、今日は、ここまでにしよう」

　唇を離して、千香は毅然と言った。

「ごめん。そうだったね。千香も普段は学校の仕事で忙しいから、集中して決めないといけない」

　千香の言葉に思い直してくれたようで、誠実な眼差しで、潤は言った。

　披露宴の詳細は、トントン拍子で決まっていった。女性が多い披露宴だから、デザートが充実した食事プランを選び、招待状はシンプルな中に可愛らしいワンポイントが光る物にした。引き出物は親戚と友人に分けてそれぞれの世代向けの小物を選んだ。

（うん、これで大丈夫。披露宴の準備は……。でも、肝心の私たちの気持ちはどうなのだろう？）

　結局、時間切れのため千香が抱える部活動の悩みは相談できなかった。

　考えれば考えるほど、千香は自分の気持ちが分からない。

　潤のことは大好きだ。憧れの先輩だったし、お見合いの話が出たときには天にも昇る気持ちだった。それから話はトントン拍子に進んで……今でも、自分が潤と結婚するなど信じられないし、何より心の底から嬉しく思っている。

　しかし──仕事の方では、まだ解決できていない問題が残っていて、それが千香の心に重くのしかかるのだ。

「千香。今日はやたらスマホに通知が来ていたけれど、どうしたの？」

　帰り際に、潤は千香に訊ねる。

「あ、ううん。気にしないで、仕事の話だから」

「仕事の話？　だったら、すぐに返事した方が良かったんじゃない？」

「……あ……うん。急ぎの話じゃないんだ。ちょっと今、長く勤めていた方が辞めてバタバタしていて。その関係。ごめんね」

　千香は顔の前で手を合わせ、謝る仕草をした。

　潤はいまいち釈然としないといった表情をしながらも、千香と別れたのだった。
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　教員の秋は慌ただしく過ぎていく。吹奏楽部としては、自治体が主催する市民音楽祭での発表もあるし、また学内の文化祭の練習もしなければならなかった。

（仕事とプライベート、しっかりしないとね）

　細々とした用事をこなしていくために、千香はあいかわらずメッセージアプリを活用していた。気取った文章にしなくても、手軽に気持ちをやりとりできる点が便利だと思う。

　もともと有紗とはしょっちゅうやりとりしていたが、最近は部の顧問の鏑木先生ともやりとりを始めた。話題はもちろん、田中さんに代わる新しい指導員探しである。

（こればっかりは、私が頑張れば解決できる問題でもないからなあ）

　結局、顧問の鏑木先生が自らの音楽科教員人脈をもとに声をかけてはいるのだが、受けてくれる人はまだ見つかっていなかった。

（田中さんの存在って、白樺ヶ丘にとっては唯一無二だったのよね）

　一人一人を大切にする教育は白樺ヶ丘にとっての誇りだが、指導する側もその理念を理解していなければならない。きめ細やかな指導と気遣いができる田中さんは、長年白樺ヶ丘の音楽科教員として勤めた実績から来るもので、他の人間に代わりができるものではないのだ。

　そして、それは、鏑木先生や千香も同じ。

「千香、聞いてる？」

「え？」

　潤に声をかけられて、ハッとした。今日は二人、潤の自宅で、結婚披露宴のＢＧＭと招待者の席割りを作成していた。結婚式を行うに当たっても、やるべきことは山積している。

「さっきから、心ここにあらず、って感じだよ」

　リビングルームのテーブルに広げられた資料を閉じながら、潤は言った。

「あ、ごめん……ちょっとぼんやりしていた」

「最近、いつもそうじゃない？　忙しいのは分かっているけれど、俺は少し寂しいよ」

「ごめん」

　潤の表情は真剣だ。今の態度は、圧倒的に千香が悪い。仕事が忙しいから、悩んでいるからというのを、言い訳にしてはいけないだろう。

「千香……」

　潤は千香を抱き寄せた。言葉尻に、かすかに怒りを含んでいる。

「メッセージアプリの相手って、誰？」

「え？　……友達とか、同僚とかかな……」

　おそらく潤が目にしたのは、有紗とのやりとりだろう。

　スマートフォンの画面に来た、名前とメッセージの最初の通知を見たのだろうか。

「本当は、俺よりそいつが好きだった？」

「まさか。私が潤以上に好きな人なんて、いるわけない」

　そのあたりはきっぱり断言できる。

　だが、それでも潤は不安なようであった。

「いや、千香はそいつが好きなんだろう。その男としょっちゅうスマホでやりとりしているし」

　潤は拗ねてしまったようで、やや投げやりな口調になる。

「え、でも……」

　潤を前に、困惑した千香は言葉を失った。

（他の男性との関係を、潤に疑われているの？）

　意外すぎる展開だ。過去の自分の言動を思い出しても、千香はどう考えても恋愛初心者である。そんなに器用なことができるわけがない。

　しかし潤は千香の肩に手を置き、顔を近づけて詰め寄った。

「その反応……本当に、違うのか？　俺の誤解なのか？　スマホにメッセージが届いているのを何回も見たんだ。ほら〝なかむ〟って奴」

　そこで千香は気が付いた。

（なかむ……有紗のことじゃない！）

　よくよく考えれば、潤も知っている有紗の旧姓は〝吉よし井い〟だ。有紗は一昨年、結婚して、名字が〝吉井〟から〝中邑〟になった。

（そういえば、二次会の後の飲み会でも、話をはぐらかしてちゃんと新しい名字まで言っていなかったような）

　中学時代の部活動で二年違いの先輩後輩、という、関係の薄い間柄である。しょっちゅう遊びに行き、今でも頻繁に近況をやりとりしている千香と異なり、潤が有紗の新姓を知らないのも無理はなかった。

「潤、それは違うの！　〝なかむ〟は有紗なのよ。ほら、私と同級生で、吹奏楽部で、二次会に来ていたあの子！　吉井さん、って言った方がピンと来るかな？」

　千香は早口で説明する。──すると、潤は状況を理解したようだ。

「えっ、あの子が……？」

　潤は目を見開いた。〝なかむ〟という名前と有紗の顔が、線でつながったわけである。

「今の名字が〝中邑〟で、職場でのニックネームが〝なかむ〟なんだって」

「そんな……俺はそんな初歩的な誤解で、千香を疑っていたのか……そうか、すまなかった」

　千香の言葉を受けて、潤は照れたような表情をして、頭を下げた。

「私も、きちんと説明していなくてごめんなさい。吹奏楽部で指導員をしてくださっていた田中さんが、ご家庭の事情で辞めてしまって。代わりの指導員を探すために、色々な人と連絡を取っているの。……有紗は親友だから、その他にもいろいろと話してる」

　千香は、吹奏楽部のことも潤に打ち明けた。

　潤が仕事の話を千香にほとんどしないため、千香も同じようにしていたのだ。二人で過ごす時間は、純粋に二人のためだけに使っていた。

　けれど、正式に結婚が決まっているのだから、もう少し踏み込んだ相談をしてもよかったのかもしれない。

　千香は深く反省し、溜め息を吐いた。

（でも、これでようやく、誤解が解けた）

　最近の潤の言動を振り返ってみると、千香への不信感からか、いつもよりぎこちないものが多かった。

「ごめんなさい、潤。もとはといえば全部、私のせいだよね」

「いいよ、千香。浮気していないってことは、十分すぎるくらいに分かったから。仕事も大変だよね。これからは、お互いそういうこともオープンにしていこう」

　潤は自らの手を千香の手に絡ませた。しっとりと汗ばんでいる。恐らく千香を責めた申し訳なさから気持ちが張り詰めているのだろう。

「分かってくれてよかった」

　涙のにじんだ目尻を、千香はそっと押さえた。

　潤と分かり合えたという安心感が、千香を満たす。

「俺も悪かった。……ありがとう、千香」

　潤は千香の腕を優しく握る。千香もまた、彼の大きな手を握り返す。

　二人はしばらく無言だった。二人きりの自宅で見つめ合っていると、まるで世界に二人きりのような気分になる。

（エッチしたい。……って、駄目よ、恥ずかしい……）

　しかし潤も気持ちは同じようであった。

（どうしよう……）

　潤はまっすぐにこちらを見ている。彼の眼差しには、期待と欲望の色がありありと浮かんでいた。今から彼と愛を交わすのだ──そう思うだけでゾクゾクする。

「……どうしたの？」

　獰猛さを隠しながら彼が優しく問いかけるので、千香はゆっくりと口を開いた。

「あのね……」

　声がかすれる。心臓がドキドキしているのが分かる。身体が熱い。息が荒い。興奮しているのだ。

（こんな姿、見せたくないな）

　そう思っているのに、身体は言うことを聞いてくれない。むしろ彼に見てもらいたいとさえ思っている。

　そんな気持ちを込めて、言葉を紡いだ。

「……もう準備できてるから、その……しよう……？」

　その言葉を聞いた瞬間、潤の目の色が変わる。

　千香の内側に宿る欲望が、彼にもしっかりと伝わったようだ。

「……その前に、一緒にシャワーを浴びないか？」

　一呼吸おいて、潤は意外な提案をする。

「え？　シャワー？」

「うん。ホテルに泊まった夜さ、本当は一緒にお風呂に入りたかった。それからもチャンスがなかったから……嫌かな？」

　潤は申し訳なさそうに言った。

　その表情からは、千香のことを大事に思っていることが伝わってくる。

　彼は彼なりに、千香に気を遣っていたのだ。

（嬉しい）

　その気持ちが嬉しくて、千香は微笑んだ。そして頷く。

「ううん、そんなことない。私も、潤と一緒に入りたい」

　そう告げると、彼はホッとしたように笑った。

「じゃあ行こうか」

「うん」

　手を取り合って脱衣所へ行き、裸になると浴室へ入る。

　浴室は一人暮らしにしては広く、清潔だった。

（先輩と二人でお風呂だなんて）

　ホテルで一夜を過ごしたあの日のことを思い出し、千香は赤面する。

　潤はそれをずっと覚えていて、こうして誘ったのである。

「お互いに、身体を洗い合って汗を流そう」

　液体のボディソープをスポンジで泡立てながら、潤は提案した。

　もちろん断る理由などない。

　身体を洗うという行為は二人の仲を深めるのに良さそうだし、とてもエロティックだ。

　自然と身体も昂ぶってくる。

「私と、潤が？　うん、ちょっと恥ずかしいけど」

　千香と潤は、互いの身体にボディソープの泡を塗りたくっていく。

　フワフワとした感触が気持ちいい。

　服の上からでは分からない潤の筋肉に掌で触れて、千香はドキドキした。

「二人で入るって、不思議な感じだよね」

「たしかに……ふぁ!?」

　胸の辺りに潤の手が触れて、思わず声が出てしまう。

「どうしたの？　洗っているだけだよ？」

「う、うん……ごめん、そうだよね」

　潤はただ身体を洗ってくれているだけだ──分かっているものの、他でもない彼に開発された性感帯は、千香の神経を敏感にする。

　触れられるたびに甘い声が漏れそうになって、必死に我慢していた。

（変な気分になっちゃう）

　それでも何とか耐えて全身を清めた後、今度は背中や腕など、細かいところを丁寧に洗っていく。

　その間もずっと、乳首が固くなってしまっていた。

（早く、ベッドで愛し合いたい……って、ダメよ、こんなことを考えちゃ）

　千香は次第に言葉少なになっていく。

　その変化を察したのか、潤の手つきにも性的なものが混じり始めたような気がした。

（もう我慢できない）

　そう思ったときであった。不意に背後から抱きつかれて、耳元で囁かれたのは──。

「ねえ、ここでシようか？」

（え……？）

　一瞬何を言われたのか分からなかった。しかしすぐに意味を理解する。

（今、なんて言ったの!?）

　驚きのあまり言葉を失う。

（そんな……だって、ここはお風呂場だよ）

　困惑して固まっていると、再び耳に息を吹きかけられた。ぞくぞくっとして全身に鳥肌が立つ。

（ああん、やめてぇ……！）

　そのまま耳たぶを舐められると、頭がくらくらしてくる。理性が溶けていくのを感じた。

　もう我慢できないと思ったところで、ようやく解放される。

「……冗談だよ」

　振り返ると、そこには悪戯っぽい笑みを浮かべた潤がいた。

　どうやらからかわれていたらしい。

「もう！　びっくりした！」

　頬を膨らませると、ごめんごめんと言いながら頭をなでられる。子ども扱いされているようで釈然としないが、悪い気はしなかった。

「シャワーできれいに流したら……続きはベッドの上で、ね？」

　そう言って潤が微笑むと、千香は頬を赤らめながら頷くのだった。




　二人で寝室へ向かうと、潤が使っているセミダブルサイズのベッドが迎えてくれた。

　これから行われる行為を想像して、千香は思わず生唾を飲み込む。

　緊張しながら、先に　座っていた潤の隣に腰掛ける。

　ギシッと音を立て、スプリングが軋んだ。

「大丈夫？　緊張してる？」

「う、ん。少しだけ」

　潤は千香の頬に張りついた髪を指先で払った。

　その手つきが優しくて、千香はうっとりと目を閉じる。

「んっ……」

　優しい口づけ。ついばむような軽いキスを何度か繰り返してから、ゆっくりと舌を絡め合う濃厚なものに変わっていく。

（気持ちいい……）

　こうして彼と肌を重ねるのは何度目だろうか。はじめこそ戸惑ったものの、今はすっかり快感を覚えるようになった。

　自分の身体が彼によって作り変えられていくようで、少し怖いくらいである。

「はあ……はぁ……」

　長いキスが終わると、潤は千香の乳房に触れた。やわやわと揉まれると、先端の突起が固さを増していく。

　彼の〝性感帯開発〟の誇るべき成果だ。それが恥ずかしくてたまらないのだが、同時にひどく興奮する。

「ひゃうっ……！」

　乳首を摘ままれると、電流が流れたような衝撃が走る。ぴくんっと肩が跳ね上がり、思わず高い声が漏れた。

「また、いつもの可愛い声だね」

「いや、言わないで」

「淫らな声を、もっと聞かせて。淫らな君を、もっと見せて」

　耳元で囁かれながら、乳首の先端を刺激されると、それだけで達してしまいそうになる。

「あ、ああっ……」

　潤は片手で胸を揉みしだきながら、もう片方の胸に舌を這わせてきた。ざらりとした感触に背中が粟立つ。

「んんっ……！　あ、あんっ……！」

　舌先で転がされ、ちゅうっと吸われれば、また腰が揺れてしまう。

　無意識に両足をすり合わせていたらしく、太ももに濡れた感触がした。

（やだ、こんなに……）

　自分でも驚くくらい愛液が溢れている。花芯はすっかり勃起しており、触って欲しそうに存在を主張していた。

　膣口はひくつき、とろとろに溶けてしまっている。

　千香は我慢の限界だった。早くそこに触れて欲しくてたまらない。

「……お願い、こっちも……」

　潤の手を自分の秘所へと導く。彼の手が秘裂に触れると、くちゅりと水音が響いた。

「すごいね。こんなに濡らして」

「だって、潤が気持ち良くしてくれるからぁ……」

　恥ずかしさのあまり涙目になってしまう。しかし潤は、嬉しそうに微笑んでいた。

「泣かないで。俺の愛撫にこんなに反応してくれるなんて、男としては嬉しいよ」

　そう言って、彼は割れ目に人差し指を這わせた。

　蜜に濡れたその部分は、潤の指をヌプヌプと呑み込んでいく。

「っ、ぁ、あんっ！」

　待ち望んでいた快感に、全身が震える。

「あっ！　ああん！」

　潤の人差し指が動くたびに、蜜口は淫靡な音を立てる。

　同時に花芯を親指で弄られると、さらに強い快感の波が押し寄せてきた。

　千香の腰が、潤の愛撫に呼応するように大きく揺れる。

「ひぁあっ！　だっ、だめぇ……！」

「イキそう？　いいよ、イッて」

「やだぁ……今夜はまだ、イきたくない！」

　ぶんぶんと左右に頭を振って、千香は反抗した。

「……どうして？」

　不思議そうな表情で、潤は千香を見る。

　その間も潤の指は、千香の秘裂を焦らすように弄り続けた。

「だって……お願い、潤。あなたのものが……欲しいの」

　潤の手に自らの指を絡ませて、千香は振り絞るように言った。

「千香……いいの？」

　たしかめるように、潤は千香の耳元で囁きかける。

「うん。今までごめんね。私、処女だし、勇気が出なかった。でも、今は心の底から……あなたが欲しい」

「分かった」

　潤は一度立ち上がり、鞄の中を確認した。そして手にしたのは、コンドーム。

　服をくつろげると、現れたのは肉茎だ。

（……大きい）

　潤の器官は、まじまじと見つめると千香の想像よりずっと巨大だった。

　生き物のように背を反らし、表面はピクピクと脈動していてグロテスクだ。

（入るかな……いいえ、きっと大丈夫よ、頑張れ、私）

　潤は気恥ずかしさもあるのか、手早くそれを彼自身に装着した。

「怖い？」

「……ううん、平気」

　本音を言えば少し怖い。

　だが、それ以上に、今は潤と身体をつなげたかった。

　それは千香の本心だった。

　気持ちだけでなく、身体も一つになれたら──千香にとっては最高の幸せである。

「分かった。それなら、いくね」

　潤は千香に向き合い、彼女の秘部へ肉茎を突き立てる。そこはすでに濡れそぼっていた。

「あぁっ……」

　千香が声を上げる。

　潤はゆっくりと、たしかめるように、彼女へ自分のものを挿入していった。

（これが潤のモノ……大きい、でも思ったより苦しくない、温かい……！）

　肉裂を割って沈んでいくにつれ、膣内を押し広げられるような圧迫感がある。

　やがて最奥部へと到達すると、ずんっとした重い衝撃があった。

「全部、入ったよ」

　その言葉に安堵してか、自然と涙がこぼれてくる。

「ごめん。やっぱり、痛い？」

「ちょっとだけ……。でも、嬉しいの」

　千香は微笑むと、目尻を拭って潤にキスをする。

　二人はつながったまま抱き締めあった。

（やっと……一つになれた）

　喜びはひとしおだった。

　千香の心の中に温かいものが満ちていく。

（きっとこれからも、潤となら、どんな困難にも立ち向かえる気がする）

　重ね合った唇を離したのは、潤だ。

「千香、そろそろ、動くね」

　潤がゆっくりと腰を揺らし始めた。

「うん。ぁっ……ん」

　最初こそ痛みもあったが、徐々に快感が生まれてくる。

　身体の内側からじんわりと熱が広がるような感覚だ。

　遠慮がちに動いていた潤も、徐々にストロークを大きくしていく。

　それに伴って快楽が増していった。

「んぅっ！　っ、……あっ、はあっ！」

　初めての圧迫感に大きな喘ぎ声を上げてしまいそうになるのを抑えながら、千香は必死になって呼吸を整える。

（すごい……本当に、今の私、潤とつながってる）

　潤が腰を動かす速度が上がるにつれて、二人の結合部からはじゅぷっ、じゅぷっ、という音とともに愛液が溢れた。

　その水音がまた刺激となって、余計に千香の身体を熱くさせるのだ。

　潤もまた、切ない吐息を漏らしていた。

　千香の膣が自分の意志とは関係なく、潤の肉茎をぎゅうぎゅう締めつけているためだろう。

　潤の表情が切なげに歪むのを見て、千香もまた高揚してくる。

（ああ、すごくセクシーな表情をして……私だけに、こんな顔を見せてくれているんだ）

　そう思うとますます愛おしくなり、改めて彼の首に腕を回した。

　そのまま強く抱き締める。

　すると、潤もまたそれに応えるように、千香をしっかりと抱き締めてくれた。

　密着感が高まって、挿入もより深まっていく。

「千香、どう……？」

「っ、あ、んんっ……気持ちいいよぉ、ん、はぁっ、んん……ッ！」

　ついに抑えきれなくなり、唇から喘ぎ声が漏れる。

　千香は、潤の動きに合わせて腰を揺らし、最愛の人との一体感を得ていた。

（愛する人と一つになるって、こういうことなのね）

　相手を受け入れてはじめて分かる幸せがあるのだと、千香はこの瞬間に初めて知った。

　潤は夢中で腰を動かしながら、荒々しい吐息を繰り返していた。

　その表情には余裕がなくなってきているようだ。

　彼は千香の中で果てようと一生懸命になっていた。

　そんな彼に愛しさを感じ、自分も早く達したいと思う。

「ごめん、千香。俺、もう……我慢できない！」

　そう言うなり潤が激しく動き出す。

　千香はその衝撃で我を忘れそうになった。

「あぁっ……！　いいのぉ、もっと……激しくしてぇ！」

　口からは、自然と淫らな言葉が飛び出す。

　潤の先端で子宮口を突かれるたび、脳天まで痺れるような快感が走る。

「ああぁっ！　……す、すごいぃっ！」

　千香はあられもなく叫びながら、潤の逞しい肩にすがりつく。

　ただただ、二人で気持ちよくなるためだけに動いていく。

「俺もだよ、千香……愛してる」

　潤の言葉を聞いた瞬間、彼のモノを締めつけてしまう。

　それがまた新たな刺激となり──千香はついに、絶頂を迎えた。

「くぅっ……ああっ……いいよ、千香……！」

　その刺激に耐えきれず、潤もまた精を解き放つ。

（ああっ、潤も一緒に、イッちゃったんだ）

　ドクンドクンという鼓動を感じながら、千香は幸福に包まれていた。

（これからも、ずっとこんな風にいられたらいいな）

　仕事で悩むことがあっても、潤が近くにいれば乗り越えられる気がする。

「……ねえ、潤」

　事後処理を終えたあと、潤の腕の中で千香は尋ねた。

「なに？」

「私のこと、好きって言ってくれてありがとう。私も大好きだからね」

「こちらこそ、俺と付き合ってくれてありがとう。……千香、結婚してもずっとこういう仲でいよう」

　二人は微笑み合うと、どちらからともなく唇を重ねた。

　そのままお互いの思いを伝え合うように、長いキスを交わしたのだった──。
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　それからの日々は、まさにこれから新婚を迎える二人にふさわしい、甘いものだった。週末には千香か潤、どちらかの家を行き来した。金曜日の夜に家に行き、そのまま日曜日いっぱいまで過ごすことも多かった。

　新婚生活は潤の自宅マンションで始めることになった。駅の側というロケーション、そして、２ＬＤＫというファミリー向けの間取りがポイントだ。千香の自宅はワンルームだから、部屋を引き払い荷物を運び込めばそれで万事オーケーだ。

　週末のたびに、千香は荷物をまとめ、潤の自宅に運んだ。そのまま、潤の自宅で家事をしたり、ゆっくり過ごしたりするのだ。

「なんか、新婚さんみたい」

「いいよなあ……こういうのも」

　そんな会話を交わしながら、二人は同じ時間を過ごす喜びに浸った。

　相変わらず吹奏楽部の指導員問題は未解決だった。しかし正直に潤に打ち明けると、思ってもみない解決策を一つ、提案してくれた。

「もし候補がいなかったらさ、俺が参加している市民楽団のつながりで、誰かいないか探してみようか？　今は十一月初めの市民音楽祭に向けて練習をしてて、ほぼフルメンバーで参加しているからさ。聞いてみるよ。……中邑さんだけじゃなくて、俺のことも頼って欲しい」

　この街に戻ってきてからずっと、潤は市民楽団に所属していた。

　防音室を備えた公民館で、月二回ほど定期練習を行い、地域イベントや演奏会を行っている。ちょうど文化の日に行われる市民音楽祭で、市民楽団の発表があるらしい。

　潤と市民楽団の関わりはお見合いのときから知っていた。だが、仕事絡みで困らせたくないという気持ちから、千香は潤に頼ろうとしなかったのだ。

「ありがとう。今まで、きちんと悩みを共有していなくてごめんなさい。話していただけるなら、ありがたいな。……って、市民音楽祭？　うちの部も、そのイベントに参加する予定だよ」

　市民文化祭はいくつかの会場で行われる。

　潤の所属する楽団と千香の学校の吹奏楽部が割り当てられたのは、春に完成した新しい市民公園が会場だった。

　隣接する公民館とともに、数年間の建て替え期間を経てようやく落成を迎えたのだ。

　楽器の演奏に適したスペースがあるらしく、生徒たちもとても楽しみにしていた。

　白樺ヶ丘の吹奏楽部も参加予定だ。三曲ほどを、集まった人々の前で演奏する。

「そうなの？　じゃあ、俺から話すより、千香から話してもらった方がいいかな？　白樺ヶ丘の演奏を聴いたら、みんなも興味を持ちそうだし。指導の仕事をしていたメンバーは何人かいるんだよ」

　千香の髪を撫でながら、潤は提案した。彼の言葉を聞いていると、自然と上手くいくような気がしてくるから不思議だ。もっと早く相談すれば千香自身の気持ちも楽になったかもしれないと、今になれば思う。

「うん、そうだよね。……分かった、ありがとう。市民音楽祭、楽しみにしているね」

　吹奏楽部の演奏指導は、誰にでもできる仕事ではない。技術的に未熟で精神面が不安定な思春期の生徒たちを上達に導く過程で、様々な配慮が求められる。

　一応、一回ごとに謝礼は出るが、仕事の内容以上に精神的な負担が重い。

（でも、田中さんの代わりを見つけるための、きっかけになったらいいな）

　同じ吹奏楽を愛する市民楽団のメンバーに相談すれば、得るものもきっとあるだろう。

　千香はほっと胸を撫で下ろし、潤の腕の中で眠りにつくのだった。
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　──そして市民音楽祭の当日がやってきた。

「夏目先生、パーカッションがまだ到着していません！」

　吹奏楽部の部長を務める二年生が、千香に駆け寄ってきた。

「えっ！　運搬用のトラックに何かあったのかしら……」

　準備万端でその日を迎えた千香を待っていたのは、予想外のアクシデントだった。

　よくよく話を聞いてみると、マリンバを始めとする大きなパーカッションがまだ到着していないらしい。

　彼女は二年生、夏のコンクールの後に三年生から部長職を引き継いで、慣れないながらもしっかりとやっていた。

　責任感が強い性格だからこそ、何かイレギュラーな事態が起こると顔を青ざめさせてしまう。

「確認してみるわね。……え、車が動かない？」

　電話で連絡を取ったところ、パーカッションを運んでいるトラックが、道中で動けなくなっているとのことなのだ。

（ど、どうするのよ！）

　精神的なケアなら一生懸命に向き合うことで解決してきた千香だが、物理的な事故はどうにもならない。

「先生、間に合わないんですかね」

　部長の二年生の顔から、ますます血の気が引いていく。

　吹奏楽部の他のメンバーも、騒然となっていた。

「どうしましょう？」

「どうすると言っても、私たちには待つしかできないし……もし発表までに届かなければ、パーカッションなしで演奏しましょう」

　顧問の鏑木先生は現実的な意見を述べる。

（たしかに、私たちには何もできない……）

　他のことならまだ解決法もあるかもしれないが、こればかりはどうにもならないだろう。

「こんにちは。すみません、何か問題が起きていますか？」

「えっ、あっ……こんにちは」

　鏑木先生や部長と話す千香に声をかけたのは、なんと潤であった。

（潤！　もう来ていたのね）

　最愛の人の姿を前にして、千香は少し、気持ちが安らいだ。

　同じイベントの参加者ということで、控え室は隣の公民館のフロアをパーティションで区切って使っているのだ。

　先ほどから急に何やら騒がしくなったことを察知して、潤は話しかけてくれたようだ。

「それが、パーカッションを乗せたトラックが途中で故障して、楽器が届かないかもしれないのです」

「楽器はなんですか？」

「ええと……マリンバとドラムですね。どちらも演奏で重要な要素を占めます」

「それなら、うちの市民楽団のものを使ったらいかがでしょうか？」

　潤は爽やかな笑顔で、解決策を提示した。

「はじめまして。市民楽団でパーカッションを担当する染そめ谷やです。よろしくお願いします。本日の順番としては私たちが先で、白樺ヶ丘さんが後ですよね。楽器に慣れるために、少し触ってもらってもいいですよ」

　潤の隣に立つ染谷さんは、六十代くらいの柔和な女性だった。

「え、でも、市民楽団の皆様も練習されますよね？」

「ええ、そのつもりでした。でも、白樺ヶ丘の皆様を見ていられなくて……実は、私も白樺ヶ丘の卒業生なんです。吹奏楽部でパーカッションをしていました。当時の楽しさが忘れられなくて、今も市民楽団に参加しています。だから白樺ヶ丘のみなさんが困っているなら、力をお貸ししますよ」

　にっこりと微笑んで、染谷さんは言った。

「ありがとうございます。お礼は後日、必ず」

「温かいお言葉に、感謝いたします」

　鏑木先生と千香はそろって頭を下げた。

「よかった。今日はお互い頑張りましょう」

　やりとりを聞いていた潤も、安堵したようであった。

（こんな展開になるとは思わなかったけれど……助かった）

　千香もそっと胸を撫で下ろした。
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　市民音楽祭は盛況の内に幕を下ろした。染谷さんを始めとする市民楽団の面々が、その後も白樺ヶ丘の吹奏楽部のメンバーと積極的に交流してくれたのだ。本番前の、緊張の糸が張り詰めたようにピリピリとした雰囲気が、一気に和やかになった。その状態で軽い練習をして本番に臨んだから、生徒たちは実力を十二分に発揮できたというわけである。

「今日はとても楽しかったわ。自分が白樺ヶ丘の生徒だった頃を思い出しました」

「こちらこそ、ありがとうございました。感謝してもしきれません。それであの、すみません、お話が……」

　顔の前で手を組み、うっとりと目を細めて今日のことを思い出す染谷に、鏑木先生は切り出した。

「あら、何かしら？」

「私たち白樺ヶ丘の吹奏楽部は、現在サポートしてくださる指導員を募集しております。これまでやっていただいていた方が、お辞めになったので……月二回ほどで良いので、来ていただけないでしょうか？　もちろん、都度謝礼はお支払いしております」

「染谷さんのきめ細やかなご指導、そして吹奏楽部のメンバーとの和気あいあいとした雰囲気を見て、良いなと感じました。……難しいでしょうか？」

　鏑木先生と千香は、そろって染谷さんにお願いをした。

　前任者が辞めることになってから、ずっと頭を悩ませてきた問題である。

　もし染谷さんに受けてもらえるなら、これほど喜ばしいことはない。

「あら、私で良ければもちろん受けるわ。だって、吹奏楽が好きだから市民楽団に所属しているのだもの。もし私の後輩でもある皆様のお役に立てるなら、いくらでも協力するわよ！」

　染谷さんはニコニコと微笑んで快諾した。

「染谷さん、楽器はもちろんですけれど、指導力もスゴ腕なんですよ。優しいから質問しやすいのでしょう。染谷さんなら、絶対後悔しないと思います」

　脇で聞いていた潤も、そう言葉を添えた。

（潤……ありがとう）

　千香の悩みを解決してくれたのは、潤の言葉がきっかけである。目頭が熱くなって、そっと指先で押さえた。

　こうして市民音楽祭は終わり、千香を悩ませていた指導者問題も、同時に解決したのである。

　ちなみにトラックはレッカーされ、パーカッションは数日後に学校に戻ってきたのだった。







◆第五章 タイムカプセルは永遠に








　翌朝、目が覚めると潤はすでに起きていて、キッチンからは珈琲の香りが漂っていた。市民音楽祭の翌日は日曜日ということもあって、千香は潤の部屋に泊まったのだ。

　秋の一大イベントが終わり、千香としては肩の荷が下りた。

「おはよう」

　恐る恐る、千香は顔を出す。

「千香、おはよう。今、起こしに行こうと思ってたところ。座って」

　促されるまま、千香は潤とリビングのテレビの前に置かれたローテーブルに座る。

　薄緑色のランチョンマットの上に、プレートとマグカップが置かれている。

　朝食の盛り付けられたプレートには、こんがり焦げ目を付けたスクランブルエッグ、ベーコンとホウレン草のソテー。

　そしてドリンクは、あっさりめに淹れたアメリカンスタイルの珈琲だ。

「これ、潤が作ったの……？」

「そうだよ。といっても、買い置きしてある食材で作ったものだけど。物足りない？」

「いやいや、むしろ豪華すぎ！」

「そう？　でも千香も体力使う仕事だから、朝食はしっかり食べているんでしょう？」

「私はだいたいトーストか、オートミールだよ。こんなにしっかり料理している時間がなくて」

「俺も平日はかなり適当だよ。……実はね、今日は千香がいるから気合いを入れてみた」

　千香の向かいに座って、潤は笑った。

「そうなの？　ありがとう、潤。では、いただきます」

「うん、いただきます」

　嬉しくて嬉しくて、涙が出そうになる。

　フォークで口に運んだホウレン草のソテーは、案の定、美味しい。

（潤、料理も上手いじゃない！）

　一口食べて、千香は潤の腕が分かった。

　手順の少ない料理こそ、出来上がりには差が出るものだ。適切な量の油で適切な時間加熱し、塩加減も適度なソテーは、潤の手際の良さを如実に物語っていた。

　秋の深まる季節、少し冷えた身体が、朝食で一気に温まっていく。

「潤、これ、すごーく美味しいよ。私、なんて幸せなの！」

　半熟の部分が絶妙な舌触りのスクランブルエッグを口に運びながら、本音を口にした。

「そう？　良かった。俺も千香に食べてもらえて幸せ」

「潤との夫婦生活って、こんな感じなのかな。私も作ってあげたいな。……料理はそんなに得意じゃないけれど」

「謙遜しているけど、千香の料理は美味いと思うよ。だってほら、中学のとき、休日の練習にお弁当を持ってきてたじゃん。中学生なのに、偉いよ」

「潤、よく覚えていたね！　でもあれはね、買いに行く時間がもったいなかったからだよ」

　言われて見れば、そんなこともあったように思う。

　休日の練習は弁当持参だった。登校途中にコンビニで買うことも許されていたため、そうする生徒が多かったのだが、あいにく千香の通学路にはコンビニがなかったのだ。だからおにぎりと冷凍食品などの手軽な弁当を自ら作り、持参していた。

　家業の花店を切り盛りする母親は休日も冠婚葬祭等の仕事で忙しく、千香にかまっている暇はなかったのである。

「それにしても、私のお弁当事情まで見ていたなんて、意外だよ！」

「あのときから、ひそかに目で追いかけていたからね。いつも真剣に練習している千香に、俺はいつの間にか惚れていたんだ」

「ちょ……もう、潤ったら」

「嘘じゃないよ。君は俺の初恋の人だ。当時は告白できなかったけどね」

　千香は思わず顔を俯かせた。

　メッセージアプリの誤解が解ければ、二人の間にもう何も障害はない。リラックスして、二人は恋人としての時間を過ごしていた。

「私だってそうだよ。潤、私は昔からあなたに憧れていたの。ありがとう。本当に、何もかも、心の底からあなたに感謝してる」

「千香？　急にどうしたの？」

「最近、忙しくて、ずっと一人で突っ走ってしまっていたから……ごめんね、きっとたくさん誤解させたよね」

　真剣な面持ちで謝る千香を見て、潤は破顔した。

「ぷっ」

「な、何よ、潤……私、本気よ？」

「知ってる。そうやって一つのことに夢中になるところや、何でも真面目に考えるところ。まぎれもない千香の長所だよ」

「え？　潤に余計な心配をさせてしまったのに……？」

「まぁ、俺も不安になったのはたしかだよ。でもさ、千香はそれが恥ずかしい短所だって思っているかもしれないけど、何にも真剣で、時折俺を置き去りにしていくところは、紛れもなく長所だよ。ほら、男って、そうされると追いかけたくなるものだからさ」

「そ、そう？」

　千香はまんざらでもないという表情になる。

「そうだよ。再会した夜、二次会の後に内輪呑みをしただろ。あのときに確信した。千香は中学時代のままの、一生懸命な性格だって。どうしても忘れられなくてお見合いやデートをして、ますます好きになった」

「そ、それを言うなら……」

　千香だって同じだ。再会したあの瞬間から、潤は昔と変わらず素敵な先輩だった。

　二次会の出し物としてトランペットの演奏を聴いて、ますますその思いを強くした。

「私、二次会の夜に……潤の演奏で、一気にあの頃を思い出したんだよね」

「あの『威風堂々』の演奏で？」

「そう。中学時代の潤、すごくかっこよくて、憧れで。でも、あの頃よりもっともっと楽器が上手くなっていて、思わず聞き惚れちゃった」

「練習時間はあの頃よりずっと減ったけどな。仕事の関係で、市民楽団の練習も、毎回出られるわけじゃないし」

「でも、積み重ねてきたものがあるから……だから、あんなに艶のある音色が出せるのでしょう？　それに、私、気づいたの。潤って時間の使い方や他人への心配りが上手だよ。きっと営業でいろんな人と接しているからだと思うんだけど……デートも毎回すごく充実しているよね？　楽器の練習だって、集中して効率的にやっているから上達するんだと思うの」

「……ぷっ」

　突然、潤が吹き出した。腹を抱えて笑っている。

「え、なに？」

　予想外の反応に、千香は問い質す。

「千香って、やっぱり何に対しても真面目に考えているんだな。俺の長所なんて、そんな一生懸命に探してくれなくてもいいのにさ。……教員の仕事、天職だと思うよ」

　潤は千香の姿勢が愛おしいという表情で、言った。

「そうだよ、私は真剣。音楽にも、仕事にも、そしてもちろん、潤にも」

「俺もだよ、愛してる」

　潤は千香の額にそっとキスをした。

　──唇が触れると、温かさに心が落ち着く。





　＊






　その年の、十二月──。抜けるように高い、雲一つない晴れた日に、第二中吹奏楽部のタイムカプセル開封イベントが開催された。

　場所は市立第二中学校の中庭。桜や柳、百日紅などの木が植えられ、四季折々の自然を一階の教室から眺められる位置だ。ぐるりと囲まれた花壇の一部に、タイムカプセルが埋められているコーナーがある。

　集まったのは、当時の在学生とタイムカプセル事業に協賛した卒業生たち、そして当時の顧問である藤森先生だ。総勢三十名ほどが集まると、思い出話に花が咲き、その場は笑い声の絶えない、明るい雰囲気になる。

　千香と潤が、翌年三月に結婚することを周りに報告すると、一様に祝福された。

　藤森先生も、千香にお祝いを述べた後、続ける。

「聞いたよ。夏目さんは白樺ヶ丘女子学院で吹奏楽部の顧問になったって」

「そうなんですよ。正確に言えば、音楽の指導はしていないので副顧問という立場ですが」

　藤森先生はすでに定年を迎えていたが、風の噂で千香のことを知ったようだ。彼は低く落ち着いた声で喋るダンディな紳士である。当時からその知性的な指導が生徒の人気を集めていたが、年齢を重ねたことで、より魅力を増したように見える。

（吹奏楽部を頑張っていた私が、今では教員となって吹奏楽部の指導をしているだなんて、なんだか不思議）

　部活動に対して一生懸命に取り組んでいたのは事実だが、まさか大人になって関わるとも、結婚のきっかけになるとも想像していなかった。人生は思わぬ方向に転がるものである。

「夏目さんの専門は数学だものね。でも第二中と白樺ヶ丘高のときに吹奏楽部だったんでしょう？　経験者のフォローがあれば、生徒達も頼もしいでしょう」

「……と、思ってもらえていたなら私は嬉しいです」

「きっとみんな、夏目さんを慕っているはずだよ。さあ、タイムカプセルを発掘しようか！」

　タイムカプセルを土中から取り出すのは、藤森先生の〝発掘〟という言葉が似合う作業だった。十五年もの歳月を経て、土はしっかりと固められている。目印として建てた大理石の碑を外して、その下を掘り進めていくわけである。

（本当に、土の下から出てくるの？）

　意外と深くに埋められているようで、作業には時間がかかった。スコップを使い、ひとすくいずつ、慎重に掘削作業が進められる。

「千香はどんなことを書いたの？　二次会の夜には、はぐらかされちゃったけれど、そろそろ教えてくれてもいいんじゃない？」

「ええっ……うん、まあ、秘密！」

　唐突な有紗の質問に、千香は戸惑った。

「あはは。そんなに小っ恥ずかしいメッセージを書いたわけ？　まぁ、今日は千香の黒歴史が明らかになるわけね」

「ちょっとちょっと……」

　黒歴史──たしかにその通りだと、千香は思う。

「九階堂先輩はどんなことを書いたんですか？」

　有紗は潤にも千香と同じ質問を投げかけた。

「俺も秘密！　黒歴史だからさ」

「ええーっ！　怪しい……まさか二人そろって、お互いへのラブレターを綴ったとか？」

「ちょ！　有紗ってば！」

「ふっふっふっ、楽しみだなあ、諸君！」

「あ、見て！」

　メンバーの一人が声を上げた。土の中に、タイムカプセルらしきものが見えてくる。

　そこからは少しずつ、傷つけないように、ゆっくりと作業が行われた。

「やった！　これで開けられるかな？」

　大人が両手で抱えられるほどの大きさのタイムカプセルを、ゆっくりと土中から取り出す。

「よーし、では、先生が開けるぞ！」

　藤森先生が、ゆっくりとタイムカプセルの蓋を開いた。

「きゃー！」

「ついに開封？」

　周りを囲む関係者も、次々に喜びの声を上げる。中に詰まっていたのは、手紙やメッセージカード。それぞれ、部員や関係者によって作成されたものだ。経年による劣化や色変わりはあるものの、そこまで激しく傷んでいない。

（良かった。原形を保っている）

　タイムカプセルがどうなっているかは、掘り返してみるまで分からない。手書きで書いた文字も読めないほど劣化している可能性も、千香は考えていたのだ。予想が外れたことが分かり、千香は安堵した。

「みんな、名前を呼ぶから順番に取りに来るんだぞ。はい、吉井有紗さん」

　藤森先生は手に取った手紙やメッセージカードの署名を見て、名前を呼んでいった。

「夏目千香さん」

「はい」

　わりと早い段階で千香の名前も呼ばれ、胸が高鳴ってくる。

（うわ！　見たことがある封筒……って、当たり前か）

　千香は当時、友人との手紙交換に使っていた、お気に入りのレターセットで将来の自分自身への手紙を書いたのだった。

「なつかしい……！」

「千香、このレタセ好きだったよねぇ」

　有紗も、千香の手紙にコメントする。

「そういう有紗の手紙も、よく使っていたレタセじゃない」

　そもそもレターセットを略語で表現するのが、中学校時代ぶりである。

（レタセで手紙を書くの、あの頃はワクワクしたなあ）

　手紙をしたためて友人に渡すのが、当時のひそかな楽しみだった。筆記具も珍しい色のボールペンなど工夫して、可愛いシールでデコったりもした。

（って、デコる、みたいな言葉もあの頃以来か）

　言葉の一つだけでも、千香は思い出に浸ってしまう。

「千香、一人で感傷に浸らないで！　肝心の中身は？　何を書いていたのよ～！」

　有紗はそっと千香を小突いた。

「えっ、あ、分かった……開けてみるね」

　恐る恐る、千香は手紙の封を切り、取り出した便箋を開いてみた。

《好きな人と幸せな家庭を築いていますか？》

　書かれていた文言は、記憶の通りだった。

「千香？　おお!?」

　覗き込んだ有紗は、顎に手を当て、納得した風である。

「ちょ、有紗、これは……」

「うんうん、いいよ、千香。このことは私だけの心に秘めておくから」

「えっ？」

「満願成就。良かったじゃない。この、幸せ者め！」

　てっきり内容をからかわれるかと思いきや、有紗は訳知り顔で千香を小突いた。

「えへへ……有紗、ありがとう」

　有紗の反応に、千香は少し安心した。

「千香！　どうだった？」

　天真爛漫に声をかけてきたのは、潤である。

「ひぁっ！　駄目っ、見せないっ！　これは墓場まで持って行く秘密なの！」

　手紙を抱き込んで、千香は大げさに言って見せた。内心、潤に見られるのは恥ずかしいという気持ちもある。

「おいおい。ますます気になるだろ！　……ちょっとだけ、見せて。な！」

　顔の前で手を合わせて、潤は千香に懇願した。

「……もう、分かったわよ」

　そこまでされては千香も拒みきれない。自らの手紙を、潤に差し出した。

《好きな人と幸せな家庭を築いていますか？》

　潤は千香の手紙に書かれた未来の自分へのメッセージを、目を見開いて見ている。

「これ……」

「もう！　だから言ったでしょう。ちょっと子どもっぽい、夢見がちな願いよ」

「可愛いね」

　潤は愛おしそうに目を細める。

「え？」

　潤の反応に、千香は驚いた。最悪、馬鹿にされるかもしれないと思い、照れくさかったのだ。

「可愛いよ」

「そ、そう？　……ねぇ、潤は？　どんなことを書いたの？」

　もしかしたら、潤も千香と同じような、少し気恥ずかしい言葉を書いたのではないだろうか。そう思って、千香は訊ねた。

「……見ても、いいよ」

　潤はそっと手紙を差し出す。千香は受け取ると、経年変化で端が汚れた便箋を開いた。

《好きな子と結婚して、最高にハッピーになる！》

　男の子らしい豪快な文字で、大きくそう書かれていた。

「え、えええっ!?」

「やっぱり、驚いた？」

　そこで初めて、潤はいたずらっぽい笑みを見せた。千香の反応は、想像通りだったようだ。

「これ……私と、同じじゃない」

「そ、同じ。つまり俺たちは、両思いだ」

「ええっ？　……何かが違うような」

「違わないよ！」

　潤は口元を大きく開けて笑った。白い歯が、口元からキラリと覗く。いつもより無邪気な様子に昔の面影を見つけてドキリとする。

「うーん、じゃあ、そういうことにしておこうか！」

　千香も潤に話を合わせる。

「よっ、熱いお二人さん！　ここでもノロケ話ですか～？」

　有紗が横からチャチャを入れて、周囲がドッと沸いた。

　久しぶりの旧友や先生との再会。そしていざ開けたタイムカプセルには、今を暗示するかのようなメッセージが残されていた。

　千香は幸せだった。

　そしてそれは、潤も同じ。今の幸せを大切にして、来年春の結婚式の日を迎えようと、千香はそう、心に強く決めたのである。
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　結婚式は、九階堂商会やフラワーショップ夏目と取り引きのある、老舗のホテルで行われた。

　千香の体型が映えるマーメイドラインのウェディングドレスは、胸元や裾にキラキラと輝くクリスタルビーズが縫い止められている。ベールの縁も同様のビーズで装飾され、特別な日を優雅に演出していた。

　潤のタキシードは光沢のあるグレーで、千香のドレスに合わせた清潔感のある装いだ。

　挙式はホテル内にある、ガラス張りの教会で行われた。両親や親戚、元吹奏楽部メンバーを始めとする友人一同が参列し、心温まる式となった。

　挙式が終わると披露宴だ。こちらも挙式からの参加者が、二人を祝福する。つつがなくスケジュールは進行し、千香は一度、ウェディングドレスからカラードレスへのお色直しで退場となる。

（良かった。全て順調ね）

　歓談する参加者たちを見ていると、千香は今日の日を迎えられて良かったと実感する。

　お色直しを終えて、披露宴会場への再入場の時間がやってきた。

「お母さん、よろしくね」

　介添えするのは、千香の母親だ。挙式では父親と入場してから新郎新婦の宣誓という流れだった。

　披露宴の始まりは新郎新婦でともに入場した。

　母親と入場する機会はあえて作らないと存在しないため、お色直しでお願いをすることにしたのだ。

「もちろん。今日の千香、すごく美人さんだわ。私が育てた薔薇も、よく似合って……」

　母親は早くも目頭を熱くしている。選んだのは、薄水色のドレスだ。

　ダウンスタイルでゆるやかにまとめた髪には、長年の研究によって生み出された〝奇跡の青い薔薇〟を飾っている。

（再会の夜の豪華バージョン。……二人が出会ったのが、奇跡みたいなものだもの）

　あの夜、青い薔薇を飾った千香と潤が出会ったのは、奇跡だと思っている。いや、もちろん、きっと、ただの偶然なのだが──少なくとも千香にとっては、奇跡であった。

（潤、喜んでくれるかな）

　実は、お色直しのドレスやヘアメイクは、潤には秘密にしている。

　サプライズの演出で、再会の夜とのつながりを感じてもらいたいと思ったのだ。

《新婦の再入場です。音楽は、新郎の演奏によるドヴォルザーク交響曲第９番『新世界より』第２楽章の『家路』でお送りいたします》

　司会の声が響いて、千香は瞠目した。

（えっ？　新郎の演奏？）

　まったく聞いていない話だ。事前の曲目リストには目を通しているが、ここで流れるのは結婚披露宴の定番ソングだったはず。

（潤！）

　開いた扉の向こう、披露宴会場の雛壇の横で、潤がトランペットを構えている。

（いつ準備する時間があったの？）

　金管楽器は、演奏者と楽器のコンディションを整えるのに一定の時間がかかる。

　千香がお色直しの着替えとヘアメイクをしている間に、潤は準備していたということだろうか。

（いや、でも……さすが潤、すごい……）

『家路』は夕方に街で流れるメロディとして有名である。懐かしいその曲は、母親との入場にはぴったりだった。

　母親も、潤の演奏には驚いている。二人は一歩一歩、会場内を進んでいく。それをドラマティックに演出するのが、潤の演奏だ。

（良かった。潤も気づいてくれている！）

　秘密にしていたドレスとヘアメイクの「青」に、潤は目を見張っていた。

　お互いが仕掛け合ったサプライズに驚き潤を見つめると、視線が合う。そこで二人は笑い合った。

（まさか、こんなに感動の展開になるなんて）

　千香の目に、自然と涙が込み上げてくる。

（大好きだよ、潤）

　雛壇の手前まで来ると、千香は母親に礼をして、曲を吹き終わった潤にエスコートされる。

　二人を見届けた会場は、大喝采に包まれたのだった。




　その後も予定通りの段取りが粛々と進み、参加者のみんなから祝福される、温かい雰囲気のうちに披露宴は終わった。

「潤、ありがとう、幸せだよ」

「俺も最高に幸せ」

　披露宴の後の二次会も、同じように盛り上がった。会場は、二人が出会ったあの店である。

　──先輩たちの二次会と同じ会場ですが、私たちの再会の場でもあります。

　今夜は主役の千香が二人の馴れ初めを話すと、会場は温かい拍手に包まれた。

「今の幸せを、ずっとずっと守っていきたいです。二人が出会った奇跡を、忘れないように」

　そこまで話し終えると、千香の目に涙がこみあげる。

（今日は眼鏡でなくコンタクトだから、泣いたりしたくないのに）

　こらえようとするのに、どうすることもできない。けれど新婦の涙に、参加者たちは優しかった。

　最高に幸せな空気のまま、夜は静かに更けていく──。





　＊






　その夜、二人は挙式披露宴を行ったホテルに宿泊した。サービスとして一泊付いてくるものだ。

　友人たちが主催する二次会に参加し、充実した時間を過ごした後、千香と潤はスイートルームに足を踏み入れる。

「わっ、素敵……！」

　十二畳はあるだろうか、洋風の部屋にはダイニングテーブルが置かれ、その奥には寝室がある。モノトーンを基調とした内装は都会的で洗練されている。

　真ん中に置かれたキングサイズのベッドはふかふかと柔らかそうで、見るからに快適そうだ。

　寝室から右奥へ行くと、洗面室がある。

　その奥にあるのは、ガラス張りの浴室だ。グラインドを開ければ、外の景色を楽しめるようだ。

（だいぶ疲れたけれど……素敵な部屋で、気分が上がってきた！）

　窓際のテーブルには、フルーツが盛り合わされた籠と果物ナイフが置かれていた。リンゴとオレンジ、それにキウイ。

　冷蔵庫にはシャンパンが入っていて、これらの飲食物はホテルから新郎新婦へのプレゼントらしい。

「美味しそうなフルーツ……だけどもう、お腹いっぱいかも」

「披露宴でも二次会でも、たらふく食べたからね」

　二人ともそれぞれシャワーを済ませ、ガウンタイプの夜着を羽織って、窓辺のソファに背中を預けた。

「楽しかったねえ」

「うん、最高だった！」

　シャンパングラスを手に、二人は今日の余韻に浸る。

　すっきりとした甘さのシャンパンは喉越しが最高で、アルコールに弱い千香もつい飲み進めてしまう。

（いけない、また酔っ払って迷惑をかけちゃう。気をつけないと）

　部活動で出会った頃から今日の結婚式までを思い出しながら、二人は語り合った。

　まだ熱に浮かされたようで、ふわふわとした気持ちだ。

　ふと潤を見る。彼も疲れからか、やや目をとろんと赤くしている。

「疲れた？」

　千香は潤に問いかける。

「いいや、まったく。君と一緒なら」

　いつものような優しさで、潤は胸を叩いた。

　にこりと微笑んで千香は抱き付いた。

　──これから、夫婦になって初めての夜が始まる。交際を経て関係を深めてきた二人だが、社会的に認められた間柄になったことで、格別な思いが胸にこみ上げる。

「潤……見て」

　千香は立ち上がると、ガウンの前をはだけた。中には紅い薔薇のランジェリーを身につけていた。

　ブラジャーは紐からカップ部分が繊細なレースでできており、胸の中心には立体的な薔薇のモチーフが形成されている。

　ショーツも同様に、ヒップを覆う部分は透け感のある上質なレースで、前面には薔薇のモチーフが鎮座していた。

　大胆で煽情的な、大人のためのジュエリーである。

「千香、それ、どうしたんだ？」

　潤は明らかに驚いているようだった。

（無理もないわよね。普段の私なら、こんな格好、絶対にしないもの）

　千香はゴクリと唾を飲み込んだ。心臓が、トクントクンと早鐘を打っている。

「こ、これは……その、やっぱり初夜だもの、気合いを入れたの！　私なりに！」

「そ、そうか」

　潤はやや困惑気味に言うと、視線を下に落とす。頬がほんのりと赤くなっている。

「変……かなぁ？」

　千香は、潤の反応に自分の行動を少し後悔する。潤はもっと喜んでくれると思っていた。

　だが、そんな千香を、潤はそっと抱き締めた。

「え？」

「ごめん、照れてた。今夜の千香……すごくいい」

　肩に回された潤の腕は力強い。千香は彼の胸に顔を埋める。彼の鼓動が速まっていくのを、直に感じている。

「ね、千香。キスしてもいい？」

「……もちろん」

　千香の赦しを得ると、潤はそっと覆いかぶさってきた。

「んっ」

　肌と肌を合わせると、それだけで胸が高鳴る。

　潤はおもむろに、千香の胸をそっと包んだ。薔薇の花をかたどったブラジャーは、胸の頂の部分が開いている。

　その隙間から、可憐な薄桃色の乳首がそっと顔を覗かせていた。

「ここ、可愛い」

「ひぁっ……！」

　人差し指の先でそっと撫でられて、千香は唇から声を漏らした。

「いいんだな、ここ」

　潤は乳輪に沿って縁を描くように、ゆっくりと指を滑らせる。

「だ、だめえぇ……！」

「千香のその声は、イイってことだ」

　潤には全てがお見通しだった。頬を赤らめ、口を引き結んで彼を睨んでみるが、そんな視線さえ、潤は大きな包容力で包み込んでしまう。

　潤はブラジャーの上から乳房全体を揉みほぐし、時折乳首を指先で弾いた。

「っ、あっ……ふぁっ」

　その度に、千香の口から吐息混じりの声が上がる。

「どう？」

「んっ、ちょ、潤……そこ、感じるぅっ……！」

「知ってる。だって、俺がじっくり開発したんだから」

「もう！　潤ったら……」

　照れた千香は、思わず潤の胸に顔を埋める。

「もっと千香を感じさせたい」

　潤は千香をしっかりと押し倒し、胸にしゃぶりついた。

　ふっくらと膨らんだ左胸の頂を、チュウチュウと強く吸う。

「きゃ、ん、ああっ」

　千香の唇から、艶やかな声が漏れる。肌に赤い跡が残るほど、潤は胸を強く愛撫する。その刺激がたまらなかった。

「ああ、潤……いいよぉ……」

　千香はうっとりと目を閉じて、快楽に身を委ねた。

「じゃあそろそろ、こっちも可愛がってあげる」

　潤は舌先を尖らせて、すでにツンと立ち上がった、反対側の胸の頂を舐める。

「あん、ダメッ」

「ダメじゃないだろ？　ほら、ここはもう、こんなになってる」

　千香のショーツに手をかけながら、潤は言った。薔薇の花の刺繍から顔を出す割れ目は、すでにじっとりと濡れている。

　ゆっくりと指先で撫で回すように、潤は割れ目をなぞり上げた。

「っ、あ、ひゃうっ!?　だ、だめぇ、そこは……！」

「千香、本当に敏感になったね。前よりもずっと、感度が良くなってる」

　潤は嬉しそうに言うと、千香の耳元に熱い吐息を吹きかけた。

　羞恥のあまり、千香はビクン、と身体を揺らす。

「だ、だってそれは、潤がいっぱい、私を気持ちよくしてくれるからぁ……。やぁっ……これ、気持ちいい、すごいぃ……！」

「可愛いね、千香」

　千香の耳にキスをしながら、潤はショーツを脱がせていく。そして彼女の秘所に手を這わせた。

「ほんとにすごい、溢れてる。糸を引いて……」

「い、言わないでぇ！」

「恥ずかしい？」

　潤は大きな手で頭を抱き、千香の耳元で訊ねた。

「あ、当たり前だよ」

「でも、俺はめちゃくちゃ興奮する」

　潤は指で千香の花芯に触れると、優しく擦り始めた。

「はぅ、ん、っ……ああぁっ！」

「声、我慢しないで」

「そ、そんなの無理ぃ！」

　快感に翻弄され自我を失う自分を、潤に見られるのは耐えがたい。

「大丈夫だから、安心して」

　潤は親指で千香のクリトリスを刺激しながら、もう片方の手で乳房への愛撫を続ける。

「や、両方なんて……！」

「でも、気持ちいいでしょ？」

　クスクスと小さく笑いながら、潤は二点同時に千香を責め立てる。

「う、うん……ぁああっ……！」

「素直な子だ。いっぱい感じていいんだからね」

　潤は褒めるように囁くと、さらに千香の性感を高めていった。

　敏感なところを刺激され、身体の芯からゾクゾクとこみ上げてくる感覚がある。

　絶頂が近いのだ。

「あ、ああ、も、もう……！」

　千香の反応に呼応するように、潤は指の動きを加速させた。

　クチュクチュという水音が激しくなる。

「イッちゃう？」

　潤は千香のクリトリスを摘まみ上げると、グリッと強めに押す。

「うんっ、ぁあっ、……やぁぁぁぁ!!」

　絶頂に伴う絶叫と同時に、ブウシュゥゥゥッ──と音を立てて、膣から愛液が漏れる。

　千香は達したのだ。潮吹きしながら。

「っ、……ぁ、ご、ごめんなさい……」

　予想外の事態に、千香はうろたえ、手で秘所を隠した。シーツも太股も、びしょびしょに濡れている。

「謝ることなんかないよ。すごく可愛かった」

「……ありがとう」

　潤が優しく頭を撫でると、千香は顔を赤らめて呟いた。

「いいんだよ、千香。いっぱい気持ちよくなろう。今度は、俺と一緒に……」

　潤は千香の身体を抱き起こすと、自分の上に座らせた。騎乗位と呼ばれる体位である。

「そうだ。今夜は千香が上になって」

　潤はコンドームの袋を手にしながら、千香を促した。

「あ、うん……ねぇ、潤。あの……」

「なあに、千香？」

「……特別な夜だから、生でしてみたいの」

　頬を赤らめながら、千香は願いを口にした。

「千香、いいのか？　……そうか、なら、今夜はそうしようか」

「うん、じゃあ、いくね……ふぁ」

　潤の肉茎を秘裂に宛がい、ゆっくりと腰を下ろす。

　赤黒く膨張した亀頭の先端を、膣洞が包むように飲み込んでいく。

「んっ、ふあぁぁ……！」

　ズブリという感触とともに、肉茎が千香の最奥まで到達する。

（こ、これが潤の感触……！）

　コンドームを装着していない、生身の潤自身を味わって、千香は感動に震えた。

　結婚したのだという実感が、ふつふつと胸の内にこみ上げてくる。

「このまま、自分で動いてみて」

「う、うん……？」

　潤の肩に掴まり、千香はゆっくりと腰を動かし始めた。

　ギリギリまで引き抜いてから、また奥まで突く。

「はぁ……んっ……」

　それを何度も繰り返すうちに、次第にスピードを上げていく。

「あああんっ……！」

　思い切り奥深くへと突き刺すと、ひときわ大きく喘いでしまう。

（こんなに気持ちいいなんて）

　いつもとは違う体位で交わっているせいか、普段よりも感じている。

（どうしよう、止まらない）

　子宮口に届くか届かないかの位置で先端を擦りつけると、それだけで電流のような痺れが全身を駆け巡った。癖になってしまいそうで怖いが、やめられない。

「そう、上手だよ」

　潤は千香の背中をさする。千香はそれに応えるように、リズミカルに腰を振る。まるで自分から快楽を貪るように。

「あっ、ああっ！　潤……！」

「気持ちいい？」

　千香を抱く側の潤も冷静さを失い、ハァハァと肩で息をしている。

「すごく、気持ちいいぃ……ぁああっ……！」

「俺のこと、好き？」

「大好きっ……！　愛してる、潤！」

　潤の言葉に応えるように、千香は必死で動いた。

　潤の肉茎が奥まで入り込み、子宮口をトンと叩く。

（潤でナカがいっぱいになってる……幸せ……！）

　規則的な動きを続けながら、千香はぼんやりと考えた。

　今まで感じたことのないような幸福感が押し寄せる。

　もう何も考えられないくらい頭が真っ白になる。

　身体が熱くて、全身がドロドロに蕩けてしまいそうだ。

「はぁっ……これっ、すごい、感じるっ……！」

「俺も好きだ。世界でいちばん、千香を愛している。そして俺も……限界が近い……」

「嬉しい……！」

　千香は潤の唇を求めた。舌を絡ませながら、二人はお互いを求め合う。

「潤、私、もう……！」

「いいよ、一緒にイこう」

　潤は千香をベッドに押し倒すと、今度は正常位の体勢で、再び彼女を責め立てた。

　奥を突かれるたびに、蜜口からグチュッ、ヌチャッと卑猥な音が響く。

　その音にさえ、二人は興奮してしまう。

「あ、またイクッ……！　潤……！」

　膣内が激しく収縮し、潤の肉茎を締めつけていく。

　蜜口からは愛液がとめどなく溢れていた。

「こうすると、千香をもっと近くに感じられるね。……俺も気持ちいいよ、っ、」

「うん、もう、だめ、すごい……」

「俺も、限界」

「ぁ、やぁっ、き、きちゃううっ!!」

　千香は潤に全力でしがみつきながら──絶頂に達した。

　ビクンビクンと痙攣し、膣壁が剛直に絡みつく。

「ああぁっ……!!」

　潤も同時に千香の中で果てた。大量の精液が流れ込んでくる感覚に、千香は再び快感を得る。

（あったかい……。気持ちよかったぁ）

　夢見心地のまま、千香はベッドの上で放心状態になる。

「千香。……最高だった」

　潤は千香の額に口づけた。

「私も……すごく良かった」

　千香は微笑むと、潤に抱き付いた。潤はそっと千香を抱き締め返す。

「みんなに認められて、千香とこうして一つになれた。これから先も、ずっとずっと一緒にいよう。たくさん、君を抱き締めたいんだ」

「ありがとう。私も同じ気持ちだよ」

　頬を染め、千香は頷いた。

「二人で幸せになろう」

「……ええ」

「千香と家族になって、いつか子育てもできたら嬉しい」

　潤の肩に手を回す。

「もちろん。私も、いつかあなたの赤ちゃんが欲しい……！」

「……本当に？　千香と俺の子ども、可愛いだろうな」

　潤は目を細め、愛おしそうに千香の頬を撫でた。

　千香はそっと目を瞑り、これからの日々に心を躍らせた。

　──これからどんなことがあっても、私たちは二人一緒なら乗り越えられる。

　千香は潤の頬に顔を寄せた。今ここにある幸せを、しっかりと噛みしめるために。

「じゃあ次は、キスマークをつけてあげようか」

　潤は千香に囁きかけると、首筋へそっと口づけをする。

　二人の初夜は、まだまだ終わらない。

　そして二人の情熱的で幸福な日々は、これからずっと続いていくのだった。
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◆あとがき








　濃蜜ラブルージュ読者の皆様、はじめまして。濃厚で濃密なラブシーンをこよなく愛する、冬ふゆ島しま六りっ花かと申します。

　今作でテーマにしたのは『先輩との再会からの溺愛』です。かつてひそかに憧れていた先輩とお見合いし、結婚前提でエッチな関係になったら……？

　偏愛する要素を、ぎゅぎゅっと詰め込んだ作品になりました！

　仕事に全力投球しつつも恋愛には奥手な千香と、彼女に情熱的に迫る潤を、温かく見守っていただけましたら幸いです。

　素晴らしい表紙イラストを描いていただきました、さばるどろ先生。深く感謝致します。大人の色気と優しさが溢れる潤の眼差しに、一瞬で魅了されました！

　的確かつ細やかなアドバイスで支えてくださった担当編集者様、その他、今作を世に出すためにご尽力いただいた全ての皆様に、心からの感謝を申し上げます。






二〇二二年十一月　冬島六花










【著者紹介】

２０１８年、出版デビュー。濃厚なラブシーンをテーマに、ティーンズラブ小説を執筆。







濃蜜ラブルージュ

お見み合あい相あい手ては初はつ恋こいの極ごく上じょう御おん曹ぞう司し

～初はじめての快かい楽らくで愛あいし尽つくされて～



2023年3月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　冬島六花

■イラスト　さばるどろ

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Fuyushima Rikka ©sabarudoro








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。







[image: ]







[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		◆プロローグ



		◆第一章 思い出と現在



		◆第二章 憧れの先輩と再会！



		◆第三章 ドキドキのお見合い！



		◆第四章 波乱



		◆第五章 タイムカプセルは永遠に













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
BREWHTAE O L HE
~HIHTORKTE LR ST~

2B






item/image/ad01.jpg
e
i

TS OPETSF S
S Dok &






item/image/ad02.jpg





